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第
94
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
２
０
１
３
年
２
月
７
日
開
催
）

　

森
田
富
治
郎

　

青
山　

慶
二

　

ニ
コ
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・
プ
リ
マ
ー

ウ
ィ
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ア
ム
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モ
リ
ス

安
井　

欧
貴

　
　
　

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　

基
調
講
演

　
　
　

１ 

国
際
税
務
に
係
る
諸
問
題
と
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
活
動

　
　
　

２ 

移
転
価
格
上
の
無
形
資
産
の
取
り
扱
い

21
世
紀
政
策
研
究
所
所
長

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／

早
稲
田
大
学
大
学
院
会
計
研
究
科
教
授

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
シ
ニ
ア
・
ポ
リ
シ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
委
員
長

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
政
策
・
税
務
行
政
セ
ン
タ
ー

移
転
価
格
部
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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【
モ
デ
レ
ー
タ
】

 21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

青
山　

慶
二

　
　
　

第
１
部 
Ｐ
Ｅ
課
税
を
巡
る
国
際
税
務
諸
問
題

　
　
　
【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
委
員
長

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授

三
井
物
産
経
理
部
税
務
統
括
室
次
長

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

ク
リ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

ア
ー
チ
ー
・
パ
ー
ネ
ル

一
高　

龍
司

萩
谷　

淳
一

65
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【
モ
デ
レ
ー
タ
】

　
　
　

第
２
部 

無
形
資
産
に
係
る
移
転
価
格
課
税
を
巡
る
諸
問
題

　
　
　
【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
委
員
長

ク
リ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

123

　

岡
田　

至
康

税
理
士
法
人
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス

顧
問
／
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

安
井　

欧
貴

菖
蒲　

静
夫

槇　
　

祐
治

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
政
策
・
税
務
行
政
セ
ン
タ
ー

移
転
価
格
部
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

キ
ヤ
ノ
ン
財
務
経
理
統
括
セ
ン
タ
ー

税
務
担
当
部
長

ト
ヨ
タ
自
動
車
経
理
部
国
際
税
務
・

株
式
担
当
主
査
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ご
あ
い
さ
つ

　　

21
世
紀
政
策
研
究
所
で
は
、
わ
が
国
の
経
済
・
社
会
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
取
り
上

げ
、
内
外
の
多
く
の
学
者
や
有
識
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
積
極
的
に
研
究
・
提
言
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
国
際
租
税
の
問
題
も
そ
の
中
の
重
要
な
一
つ
で
す
。

　

国
境
を
超
え
て
人
・
物
・
金
・
情
報
が
活
発
に
往
来
す
る
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、

　

森
田
富
治
郎

21
世
紀
政
策
研
究
所
所
長
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国
際
租
税
制
度
は
多
国
籍
企
業
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
わ
が
国

の
企
業
は
国
際
租
税
に
係
る
多
様
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
近
年
は
先
進
国
間
の
み
な
ら
ず
新

興
国
と
の
間
の
国
際
租
税
に
関
す
る
環
境
に
つ
い
て
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
国
連
で
は
、
モ
デ
ル
租
税
条
約
や
移
転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

な
ど
が
相
次
い
で
行
わ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
経
済
界
と
し
て
も
大
い
に
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
こ
で
、
当
研
究
所
で
は
か
ね
て
よ
り
早
稲
田
大
学
大
学
院
会
計
研
究
科
の
青
山
慶
二
教
授
を

研
究
主
幹
と
し
て
お
迎
え
し
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
多
国
籍
企
業
の
実
務
担
当
者
、
税
理
士
、
会

計
士
、
研
究
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
を
交
え
て
、
国
際
租
税
を
巡
る
課
題
の
解
決
策
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
国
際
租
税
の
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン

グ
に
積
極
的
に
関
与
す
べ
く
、
諮
問
機
関
で
あ
る
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
（
経
済
産
業
諮
問
委
員
会
）
の
活
動

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
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こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
本
日
は
安
井
欧
貴 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
政
策
・
税
務
行
政
セ
ン

タ
ー 
移
転
価
格
部
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス 

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会

委
員
長
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
お
よ
び
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
国
際
租
税
に
関
す
る
最
新
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
非
常
に
有
益
な
ご
講
演
が
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ご
講
演
い
た
だ
く
お
２
人
に
加
え
て
、
わ
が
国
の
研
究
者
、
実
務
担
当
者
、
さ
ら
に

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
米
国
・
欧
州
企
業
代
表
者
も
交
え
て
、
国
際
租
税
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
Ｐ
Ｅ
（
恒

久
的
施
設
）
課
税
や
移
転
価
格
税
制
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
議
論
を
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
国
際
租
税
制
度
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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21
世
紀
政
策
研
究
所
・
国
際
租
税
研
究
会
の
活
動
は
、
わ
が
国
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
い
て
直
面
し
て
い
る
国
際
課
税
上
の
諸
問
題
を
取
り
上
げ
、
国
内
法
や
租
税
条
約
の
解
釈
の

研
究
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
関
す
る
立
法
へ
の
提
言
を
行
う
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
研
究
対
象
と
し
て
選
択
し
た
２
大
テ
ー
マ
は
、
本
日
の
二
つ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
で
す
。
い
ず
れ
も
各
パ
ネ
ル
で
企
業
委
員
か
ら
説
明
が
あ
る
と
お
り
、

現
時
点
で
本
邦
企
業
が
海
外
で
直
面
し
て
い
る
代
表
的
な
難
問
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
に

　

青
山　

慶
二

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／

早
稲
田
大
学
大
学
院
会
計
研
究
科
教
授
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関
し
て
は
、
国
際
課
税
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
担
当
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
委
員
会
に
お
い
て
も
、
現

在
、
い
ず
れ
も
改
定
ド
ラ
フ
ト
が
公
表
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
見
を
反
映
し
た
意
見
集
約
が
行
わ

れ
て
い
る
過
程
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
日
本
支

部
と
し
て
の
意
見
集
約
に
あ
た
る
当
研
究
会
も
、
一
定
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
無
形
資
産
に
関
す
る
ド
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
コ
メ
ン
ト
も
踏
ま
え
た
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
２
０
１
２
年
11
月
に
開
催
さ
れ
、
そ
し
て
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
ド
ラ
フ

ト
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年
１
月
末
に
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
コ
メ
ン
ト
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
局
の
担
当
官
、
お
よ
び
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
幹
部
の
方
々
を
お
招
き
し
、
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
国
際
ル
ー
ル
づ
く
り
の
最
新
の
情
報
を
共

有
し
、
か
つ
意
見
交
換
で
き
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
も
、
極
め

て
有
益
な
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
研
究
会
に
と
っ
て
も
、
研
究
成
果
の
発
表
を
間

近
に
控
え
て
、
そ
の
研
究
内
容
の
検
証
を
行
う
有
益
な
場
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
、
国
際
課
税
ル
ー
ル
を
巡
る
環
境
は
、
新
興
国
の
経
済
力
の
拡
大
の
中
で
、
大
き
な

過
渡
期
に
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
圧
倒
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
誇
っ
て
い
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
設
定
の
既
存
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
特
に
源
泉
地
国
へ
の
事
業
所
得

の
配
分
に
係
る
ル
ー
ル
、
す
な
わ
ち
移
転
価
格
税
制
や
Ｐ
Ｅ
課
税
制
度
が
十
分
に
源
泉
地
国
の
課

税
権
を
保
障
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
新
興
国
を
中
心
に
独
自
の
解
釈

の
主
張
や
ル
ー
ル
自
体
の
改
定
を
求
め
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
源
泉
地
国
当
局
と
の
衝
突
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
国
連
で
の
議
論
に
至
る
前
の
段
階
で
、

す
で
に
多
国
籍
企
業
は
直
接
投
資
先
の
課
税
当
局
に
よ
る
税
務
調
査
の
場
を
通
じ
て
経
験
し
て
い

ま
す
。
二
重
課
税
の
な
い
国
際
経
済
取
引
を
可
能
に
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
指
す
国
際
機
関
の

活
動
に
対
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
必
要
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
見
は
国
別
の
意
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
声
と
し
て
ま
と
め
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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当
研
究
会
は
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
今
後
の
国
際
的
活
動
展
開
へ
の
契
機
と
し
て
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
対
し
、
わ
が
国
か
ら
さ
ら
な
る
有
益
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
出
席
の
企
業
の
方
々
か
ら
も
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
森
田
所

長
、
お
よ
び
21
世
紀
政
策
研
究
所
に
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制

　

ニ
コ
ル
・
プ
リ
マ
ー

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
シ
ニ
ア
・
ポ
リ
シ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
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・
財
政
委
員
会
に
お
い
て
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

副
委
員
長
の
岡
田
至
康
様
、
そ
し
て
、
税
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
分
野
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
経
団
連
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、

１
９
６
２
年
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
対
す
る
経
済
・
産
業
界
の
窓
口
と
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
同
時
期
に
設

立
さ
れ
、
パ
リ
に
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す
。
主
要
な
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
経
済
・
産
業
界
を
代
表

す
る
41
団
体
が
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
、
経
団
連
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
11
団
体
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
国
を
超
え
た
業
界
団
体
が
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
・
産
業
界
を
代
表
す
る
非
常
に
幅
広
い
メ
ン

バ
ー
が
、
欧
州
・
北
米
・
ア
ジ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済

・
産
業
界
の
総
意
的
見
解
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
伝
え
て
い
ま
す
。
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わ
れ
わ
れ
の
中
核
の
仕
事
に
お
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
中
核
的
マ
ン
デ
ー
ト
と
結
び
つ
い
た
、

三
つ
の
主
要
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
に
対
し
て
積
極
的
な
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
産
業
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
決
定
、
例
え

ば
、
モ
デ
ル
条
約
や
移
転
価
格
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
三
つ
目
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
や
そ
れ
が
経
済
・
産
業
界
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
目
的
を
果
た
す
た
め
、
メ
ン
バ
ー
団
体

と
の
協
力
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
は
貿
易
や
投
資
、
環
境
、
教
育
、
税
、
デ
ジ
タ
ル
政
策
な
ど
の
分
野
を
カ
バ
ー
す

る
38
の
政
策
集
団
が
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
政
府
の
代
表
者
と
対
話
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

戦
略
的
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
非
加
盟
国
、
特
に
新
興
諸
国
と
の
対
話
を

進
め
る
こ
と
で
あ
り
、
中
国
、
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
と
も
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
対
話
は
、
今
後
、
国
際
的
に
共
通
の
税
の
基
準
を
つ
く
り
、
維
持
し
て
い
く
上
で
非
常
に
重
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要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

税
制
・
財
政
委
員
会
は
重
要
な
委
員
会
の
一
つ
で
す
し
、
最
も
大
き
く
、
最
も
活
発
に
活
動
し

て
い
る
委
員
会
で
も
あ
り
ま
す
。
後
ほ
ど
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
委
員
長
か
ら
さ
ら
に
詳
し
い

説
明
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
予
見
可
能
で
安
定
性
、
透
明
性
の
あ
る
税
の
枠
組
み
づ
く
り
、
税

務
行
政
を
実
現
す
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
経
団
連
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
た
う
え
で
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
実
り
の
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。



ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
委
員
長

国
際
税
務
に
係
る
諸
問
題
と

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
活
動

　
　

基
調
講
演
１
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私
ど
も
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
、
ま
た
、
税
制
・
財
政
委
員
会
と
し
て
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
、

経
団
連
が
全
面
的
に
関
与
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
研
究
会
は

重
要
で
す
。
一
般
的
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
西
欧
の
組
織
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま

す
が
、
経
団
連
が
関
与
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
認
識
を
変
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

税
務
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
共
通
点
も
あ
り
ま
す
が
、
相
異
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と

こ
ろ
を
解
決
す
る
た
め
に
協
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ご
招
待
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
実
り
多
い
話
し
合
い
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
日
常
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
役
割
に
加
え
て
、
米
国
企
業
の
Ｇ
Ｅ
に
も
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
経
団
連
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｉ
（
英
国
産
業
連
盟
）
の

議
長
で
も
あ
り
ま
す
し
、
英
国
商
工
会
議
所
の
Ｅ
Ｕ
税
務
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
も
関
与
し
て
い
ま
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す
。
国
家
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
、
国
際
レ
ベ
ル
か
ら

物
事
を
見
て
お
り
、
お
互
い
に
連
関
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
の
役
割

　

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
税
制
・
財
政
委
員
会
は
、
三
つ
の
主
要

な
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
の
は
、
予
見
可
能
で
安
定
し
た
透
明
な
税
の
枠
組
み

を
設
け
る
こ
と
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
主
要
目
標
の
一
つ

は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
貿
易
・
投
資
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
明
白
に
言
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
場

合
に
よ
っ
て
、
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
問
題

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

モリス氏
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た
だ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
し
て
は
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
貿
易
・
投
資
の
障
壁
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

で
世
界
全
体
を
豊
か
に
し
て
い
く
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
国
で
は
な
く
て
国
々
全
体
を
豊
か
に
し
、

雇
用
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
税
制

が
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
確
実
性
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
制
は
透
明
性
も

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
通
じ
て
そ
れ
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。
そ
の
濫
用
に
対
す
る
対
策
と
し
て
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
場
合
も
、
二
重
課

税
な
ど
の
歪
み
を
な
く
す
、
あ
る
い
は
二
重
に
非
課
税
と
な
る
よ
う
な
問
題
も
回
避
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
主
要
目
的
で
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
は
積
極
的
に
政
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
な
ど
に
お
い
て
、
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
特

に
過
去
10
年
ほ
ど
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
１
９
６
０
年
代
か
ら
そ
う
で
し
た
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
事
務
局

と
非
常
に
よ
い
対
話
を
行
っ
て
お
り
、
可
能
な
限
り
、
主
要
な
政
府
メ
ン
バ
ー
と
も
や
り
取
り
を

し
て
い
ま
す
。
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そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
ど
も
が
望
む
こ
と
の
す
べ
て
が
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
ニ
ー
ズ
が
情
報
と
し
て
伝
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
成
長
の
抑
制
を
防
ぐ
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
抑
制
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・

財
政
委
員
会
の
役
割
で
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
特
別
会
合
も
組
織
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
の
３
月
25
日
と
26
日
、
パ
リ

で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（B

ase E
rosion and P

rofit S
hifting

：
課
税
ベ
ー
ス
浸
食
と
利
益

移
転
）
の
特
別
会
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
非
常
に
重
要
な
問
題
で
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
関
与
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
際
的
な
税
制
が
安
定
性
を
回
復
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、

政
策
で
も
し
成
長
を
抑
制
す
る
よ
う
な
も
の
が
導
入
さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

税
制
・
財
政
委
員
会
の
組
織
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
組
織
と
鏡
映
し
に
な
っ
て
お
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー

と
呼
ば
れ
る
組
織
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
10
名
の
人
が
い
ま
す
（
20
ペ
ー
ジ
図
表
１
参
照
）。
委
員
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図
表

１
 B

IA
C

税
制

・
財

政
委

員
会

の
組

織
（

The B
IA

C
 Tax C

om
m

ittee）
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長
が
１
人
と
副
委
員
長
９
名
、
そ
し
て
、
４
名
の
拡
大
ビ
ュ
ー
ロ
ー
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
会
計
事
務
所
な
ど
か
ら
い
ら
し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
す
。
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
出
身
の
委
員

と
会
計
事
務
所
な
ど
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
間
に
バ
ラ
ン
ス
が
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
人
た
ち
は
税
務
の
最
前
線
で
実
務
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
税
法
が
実
務
で
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
な
の
で
す
。
法
の
純
粋
性
を
守
る
た
め
に
実
務
的
な

解
決
が
犠
牲
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
自
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
世
界
各
地
か
ら
募
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
を
し
た
い
と
い
う
国
々
、

あ
る
い
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
に
関
心
は
な
い
け
れ
ど
も
重
要
な
国
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
い
ま

す
。
私
ど
も
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
諸
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
た
り
、
途
上
国
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
ま
す

が
、
そ
う
し
た
国
の
人
た
ち
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
自
体
よ
り
も
自
国
政
府
と
良
好
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
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り
す
る
の
で
、
政
府
に
対
し
て
橋
渡
し
役
を
果
た
せ
ま
す
。
こ
れ
も
非
常
に
重
要
な
役
割
で
す
。

　

多
方
面
に
活
動
を
繰
り
広
げ
る
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会

　

私
ど
も
は
主
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
組
織
と
緊
密
な
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
国
際
商
業
会
議

所
）
や
国
連
と
も
、
あ
る
程
度
、
交
流
を
持
っ
て
い
ま
す
。
後
で
少
し
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
経
団
連
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｃ
Ｂ
Ｉ
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｉ
Ｂ
の
よ
う
な
各
国
組
織
も
政
府
と
の

や
り
取
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
マ
ト
リ
ク
ス
式
の
組
織
で
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
展
開
し
て
、

非
常
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
六
つ
の
主
要
な
問
題
を
特
定
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
担
っ
て

い
る
伝
統
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
租
税
条
約
、
移
転
価
格
、
税
務
管
理
、
税
制
分
析

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
新
し
い
問
題
も
特
定
し
て
い
ま
す
。
国
際
税
務
の
中
で
、

過
去
10
年
に
起
き
た
新
し
い
変
化
は
、
税
と
開
発
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
の
他
、
種
々
の
税
、
国
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際
税
務
は
非
常
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
て
、
そ
れ
を
私
ど
も
は
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

税
と
開
発
、
Ｖ
Ａ
Ｔ
（
付
加
価
値
税
）
も
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
し
、
グ
リ
ー
ン
タ
ッ
ク
ス
、
排
出

権
の
取
引
な
ど
も
管
轄
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
担
当
分
野
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
問
題
に
ご
関
心
の
あ
る
と
き
は
ぜ
ひ
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
税
制
・
財
政
委
員
会
に
関
与
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

新
聞
に
税
務
ニ
ュ
ー
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
、
以
前
は
ビ
ジ
ネ
ス
欄
に
載
っ
た
わ
け
で
す

が
、
今
は
一
面
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
税
務
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ

う
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
に
、
政
府
は
歳
入
を
確
保
す
る
と
い
う
大
き
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
世
界
金

融
危
機
以
来
、
低
迷
す
る
経
済
を
支
え
る
こ
と
は
、
非
常
に
費
用
の
か
か
る
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
の
国
も
同
じ
で
す
。
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
債
務
比
率
が
劇
的
に
増
大
し
て
、
歳
入
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
税
を
払
っ
て
い
な
い
人
に
対
し
て
は
精
査
を
す
る
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必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

同
時
に
起
き
た
現
象
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
大
き
な
成

功
物
語
で
し
た
。
15
年
前
に
は
な
か
っ
た
企
業
、
産
業
、
商
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
浮
上
し
た
わ

け
で
、
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
膨
大
な
成
功
物
語
を
実
現
し
た
、
こ
れ
が

世
界
を
変
え
た
の
だ
と
私
ど
も
は
自
画
自
賛
す
べ
き
な
の
で
す
。
な
ぜ
成
功
し
た
か
と
言
う
と
、

90
年
代
の
後
半
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
も
た
ら
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
、
各
国
が
追
加

的
な
別
々
の
税
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
取
引
に
課
す
こ
と
を
防
い
だ
か
ら
で
す
。
た
だ
、
こ
れ

を
再
考
す
る
時
期
が
来
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
成
功
し
た
企
業
は
、
も
は
や
保
護
を
受
け
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
こ
と
を
申
し
あ
げ
た
上
で
、
私
が
基
盤
を
置
い
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
で
す
が
、

何
人
か
の
政
治
家
が
非
常
に
積
極
的
に
、
税
を
払
っ
て
い
な
い
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
問
題
に
し

て
、
公
聴
会
を
開
い
た
り
、
大
き
な
米
国
企
業
を
招
い
た
り
、
４
大
会
計
事
務
所
を
呼
ん
で
証
言
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を
求
め
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
な
ぜ
不
法
な
こ
と
を
し
た
か
と
い
う
説
明
を
し
ま
し
た
。
議
会
の

委
員
会
の
議
長
は
こ
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。「
私
ど
も
は
不
法
行
為
を
非
難
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
不
道
徳
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
非
難
し
て
い
る
の
だ
」
と
。
道
徳
を
ベ
ー
ス
に
税
制

を
運
営
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
た
だ
、
不
道
徳
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
不
道
徳
で
な
い
と
し

た
ら
、
そ
れ
も
非
常
に
辛
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
要
素
と
し
て
非
常
に
明
ら
か
な
の
は
、
政
府
は
歳
入
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
は
、
対
内
投
資
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
投
資
を
確
保
し
続
け
る

こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
あ
る
の
で
す
。
一
方
で
は
、
政

府
は
歳
入
を
確
保
し
た
い
。
歳
入
当
局
は
歳
入
を
確
保
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
税
を
納
め
て
い
な

い
人
は
そ
れ
で
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
他
方
で
は
、
投
資
を
促
進
す
る
た
め
に
、
税
を
払

わ
な
い
こ
と
を
奨
励
す
る
よ
う
な
制
度
が
あ
る
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
非
常
に
よ
い
例
で
す
。
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英
国
公
共
会
計
委
員
会
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
Ｃ
Ｆ
Ｃ
税
制
（
外

国
子
会
社
合
算
税
制
。
い
わ
ゆ
る
「
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
対
策
税
制
」）
に
関
す
る
法
律
を
導
入

し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
外
国
企
業
が
イ
ギ
リ
ス
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
一
方

で
、
同
じ
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
ベ
ー
ス
の
企
業
が
外
国
に
行
っ
て
行
え
と
い
う
よ
う
な
法
律
を
導
入

し
て
、
奨
励
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
国
が
気
づ
い
た
の
は
、
一
国
で
は
何
も
対
策
が
打

て
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ビ
ジ
ネ
ス
が
ど
こ
か
ほ
か
の
国
に
行
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
際
レ
ベ
ル
で
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

来
週
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
Ｇ
20
に
対
し
て
一
つ
の
報
告
書
を
提
出
し
ま
す
。
各
国
で
取
り
扱
い
の
異

な
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
事
業
体
お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
商
品
へ
の
対
応
、
移
転
価
格
リ
ス
ク
、
無
形

資
産
の
移
転
、
一
般
的
な
租
税
回
避
防
止
規
定
（
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｒ
ｓ
）、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
税
制
、
過
少
資
本
税

制
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
ま
と
め
て
、
提
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｇ
20
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
対
し
て

一
つ
の
マ
ン
デ
ー
ト
を
与
え
て
作
業
を
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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私
は
戦
術
的
・
戦
略
的
な
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。
戦
術
的
な
目
的
は
も
う
達
成
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
経
済
界
が
中
核
の
部
分
で
関
与
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
っ
か
り
と
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
わ
れ
わ
れ
が
関
与
し
て
い
か
な
い
と
、
い
と
も
簡
単
に

間
違
っ
た
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。
私
も
政
府
で
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
わ
か

る
の
で
す
が
、
皆
が
政
府
の
視
点
で
見
て
い
て
、
経
済
界
の
視
点
で
語
る
者
が
い
な
い
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
実
が
誰
も
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
政
府
の
側
は
、
企
業
は
こ
う
し
た
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
企
業
が
し
っ
か
り
と
正
直
に
胸
襟
を
開
い

て
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態
は
こ
う
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
問
題
を
し
っ
か
り
と
特
定

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ン
デ
ー
ト
の
中
に
は
成
長
を
阻
害
し
よ
う
と
い
う
狙
い
は
ま
っ

た
く
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
戦
術
的
な
目
的
と
し
て
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
し
っ
か
り
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
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戦
略
的
な
目
的
は
、
税
制
の
安
定
性
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
あ
る
意
味
で
、

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
享
受
し
て
き
た
こ
と
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
き
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
、
も
は
や
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
全
体
と
し
て
見
直
し
、
全
体
的

な
競
争
の
条
件
が
そ
ろ
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
国
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
決
定
を
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
二
重
課
税
と
い
う
最
悪

の
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
政
府
も
企
業
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス

に
わ
れ
わ
れ
が
し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

最
後
に
申
し
あ
げ
た
い
こ
と
は
、
定
式
配
分
の
話
で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
主
張
し
て
い
る
点
で
も
あ

り
、
中
に
は
し
っ
か
り
と
、
自
分
で
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
国
も
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
定
式
配
分
に
対
し
て
は
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
完
璧
な
世
界
が
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、

定
式
配
分
が
答
え
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
２
０
０
以
上
の
国
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
成
り
立



基調講演 129

ち
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
独
自
の
規
制
も
あ
る
わ
け
で
、
完
璧
な
世
界
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ

が
全
部
、
定
式
配
分
で
、
所
得
を
す
べ
て
の
国
の
間
で
配
分
で
き
る
と
い
う
の
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
の
世
界
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
50
の
州
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
若
干
、
税
制
が
違
っ
て
い
る
の
が

ア
メ
リ
カ
の
実
態
で
す
。
全
部
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
だ
、
全
部
Ｔ
Ｐ
（
移
転
価
格
）
だ
、
全
部
Ａ
Ｏ
Ａ
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
承
認
ア
プ
ロ
ー
チ
）
だ
と
、
あ
ま
り
に
も
複
雑
だ
か
ら
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に
し
よ

う
と
い
う
主
張
は
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
世
界
そ
の
も
の
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
を

見
落
と
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
の
企
業
、
Ｇ
Ｅ
の
話
を
持
ち
出
す
と
、
米
国
の
申
告
に
お
い
て
90
万
の
税
の
デ
ー
タ
ポ
イ
ン

ト
が
入
っ
て
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な
税
制
を
そ
れ
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ
け
い
ろ

い
ろ
な
ピ
ー
ス
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
に
す
る
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
今
あ
る
税
制
を
で
き
る
だ
け
効
果
の
高
い
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
濫
用
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防
止
規
定
、
問
題
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
絞
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
シ
ン
プ
ル
に
で
き
る
な
ど
と

い
う
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
忘
れ
る
べ
き
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

租
税
条
約
と
移
転
価
格

　

そ
れ
で
は
、
租
税
条
約
の
話
を
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
提
案
、
例
え
ば
、
受
益
者
に

関
す
る
も
の
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
よ
い
成
果
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
一
つ
か
二
つ
の
問
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
バ
ッ
ク
・
ツ
ー
・
バ
ッ
ク
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
場
合
で
す
。
何
が
関
連
し
て
い
て
、
何
が
関
連
し
て
い
な
い
の
か
が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
改
善
し
よ
う
と
い
う
狙
い
は
あ
る
の
で
す
が
、
文
言
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

懸
念
が
残
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
今
日
こ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
話
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を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
排
出
権
取
引
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
排
出

権
は
「
タ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
」
の
部
分
で
す
。
グ
リ
ー
ン
課
税
、
環
境
課
税
が
税
制
の
中
で
重
要

性
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
法
人
税
は
基
本
的
に
労
働
、
賃
金

に
対
す
る
課
税
で
す
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
企
業
に
対
し
て
下
押
し
圧
力
と
な
る
税
制
で
す
。

税
収
を
確
保
し
た
い
な
ら
、
経
済
に
足
か
せ
と
な
る
も
の
は
何
な
の
か
、
環
境
に
対
し
て
足
か
せ

と
な
る
も
の
は
何
な
の
か
、
そ
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
グ
リ
ー
ン
税
制
は
重
要
に
な
り
ま
す
。

よ
い
行
動
を
促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
新
し
い
技
術
を
推
進
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
同
時
に
、
税
収
も
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
開
発

と
の
関
係
で
、
排
出
権
の
税
制
上
の
扱
い
を
ど
う
す
る
の
か
、
こ
れ
は
小
さ
な
問
題
で
あ
っ
て
、

炭
素
価
格
の
下
限
を
設
定
す
る
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
タ
ー
ト
と
し
て
は
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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Ｔ
Ｐ
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
分
野
は
日
々
変
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
移

転
価
格
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
も
、
も
う
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

分
野
で
す
。
今
行
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
に
関
す
る
作
業
は
非
常
に
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
無
形
資

産
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
取
り
上
げ
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
お

話
を
し
ま
せ
ん
が
、
Ｔ
Ｐ
全
体
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
一
つ
申
し
あ
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

す
な
わ
ち
、
Ｔ
Ｐ
は
一
つ
の
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な

ア
イ
デ
ア
な
の
で
す
が
、
こ
こ
へ
来
て
も
の
す
ご
く
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
Ｔ

Ｐ
を
も
う
一
度
、
見
直
す
必
要
が
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。
Ｔ
Ｐ
を
も
っ
と
簡
素
化
で
き
な
い
か

を
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

問
題
に
対
処
す
る
や
り
方
が
二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
慎
重
に
分
析
を
し
て
問
題
を

特
定
し
、
そ
の
問
題
に
対
処
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
も
う
一
つ
あ
り
得
る
の
は
、
問
題
が
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あ
る
、
そ
れ
に
対
し
て
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ル
（
包
括
的
な
規
定
）
で
対
応
す
る
や
り
方
で
す
。

移
転
価
格
の
分
野
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
は
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ル
で
対
応
す
る
や
り

方
で
し
た
。
こ
れ
は
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
文
書
化
）
要
件
に
つ
い
て
も
そ
う
だ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
数
多
く
の
国
が
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
要
件
を
80
年
代
の
半
ば
か
ら
課
し
て
き

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
は
２
カ
国
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
お
そ
ら
く
今
は
30
か
ら
40
カ
国
が
行
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
狙
い
は
、
Ｔ
Ｐ
の
濫
用
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
全
体
の
95
％
、
Ｔ

Ｐ
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
95
％
に
対
し
て
、
ま
っ
た
く
無
駄
な
負
担
を
か
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
何
か
間
違
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
る
５
％
の
人
た
ち
に
対
応
す
る
た
め
に
で
す
。
さ
ら

に
賢
く
、
例
え
ば
、
リ
ス
ク
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
し
て
、
課
税
当
局
が
フ
ォ
ー
カ

ス
を
絞
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
経
済
界
と
し
て
関
与
す
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
こ
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
発
信
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
Ｔ
Ｐ
の
問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
特
に
ま
っ
た
く
意
味
の
な
い
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
な

ら
、
経
団
連
に
ぜ
ひ
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
そ
れ
を

発
信
し
て
、
そ
こ
か
ら
物
事
を
改
善
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
け
ま
す
。

　

積
極
的
な
関
与
の
重
要
性

　

最
後
に
私
が
お
話
を
し
た
い
点
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
に
関
係
す
る
こ
と
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

非
加
盟
国
に
対
す
る
援
助
の
問
題
で
あ
り
、
開
発
と
の
絡
み
で
の
税
制
で
す
。
こ
れ
ま
で
税
制
と

開
発
を
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。
経
済
を
発
展
さ
せ

よ
う
と
す
る
な
ら
、
税
収
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
始
ま
ら
な
い
。
税
収
を
高
め
る
た
め
に
は
、
税

制
を
し
っ
か
り
と
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税
当
局
、
税
行
政
、
税
の
政
策
も
必
要
で
す
。
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そ
し
て
、
法
の
統
治
も
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
汚
職
の
問
題
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
今
、
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

こ
れ
に
つ
い
て
批
判
を
し
て
い
ま
す
。
国
別
報
告
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
経
団
連
の

皆
さ
ん
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
問
題
の
発
端
に
な
り
得
る
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
別
報
告
に
は
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
み
ん
な

に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
途
上
国
に
は
理
由
が
な
い
の
で
す
。

　

そ
う
で
は
な
く
て
、
途
上
国
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
途
上
国
の
税
制
が
し
っ
か
り
と
整
備
さ
れ

て
い
く
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
、
税
法
の
整
備
を
助
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
税
と
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
今
そ
こ
に
、
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
い
て
、
全
体
を
見

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
能
力
の
構
築
）
を
し
た
り
、
Ｔ
Ｐ
の

制
度
を
若
干
簡
素
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
て
も
、
Ｏ
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Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
必
ず
し
も
先
進
国
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
は
非
常
に
重
要
で
す

の
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
に
対
し
て
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加
盟
国
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
８
割
、
９
割
だ
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
縮

小
し
て
お
り
、
向
こ
う
10
年
、
15
年
で
、
も
っ
と
縮
小
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
非
加

盟
国
を
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
し
っ
か
り
と
関
与
さ
せ
な
け
れ
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
複
数
あ
る
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
セ
ッ
タ
ー
の
中
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
皆
の
た
め
に
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
経
団
連
の
お
力
を
お
借
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
岡
田
至
康
さ
ん

で
す
。
中
国
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
（
国
家
税
務
総
局
）
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
経
団
連
の
お
力
を
お
借
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。。

　

た
だ
、
そ
れ
以
上
の
取
り
組
み
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
は
途
上
国
の

代
表
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
上
を
行
く
国
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
下
の
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層
の
国
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
国
々
を
こ
の
税
制
整
備
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
途
上
国
の
現
場
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
は
企
業
が
わ
か
っ
て
い

る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
企
業
こ
そ
が
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
し
、
し
っ
か
り
と
支
援
を
し
て
い
け
る
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。
韓
国
で
税
と
開
発

に
関
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
会
合
が
近
々
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に

も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
プ
ロ
セ
ス
は
皆
さ
ん
の
関
与
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ぜ
ひ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ザ
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無
形
資
産
（
イ
ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
無
形
資
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
と
現

状
を
、
簡
単
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

現
行
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
移
転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
６

章
に
、
す
で
に
「
無
形
資
産
に
関
す
る
特
別
な
考
慮
」

と
い
う
章
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
章
は
、
１
９
９
５

年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
移
転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
現
在
の
か

た
ち
に
ま
と
め
ら
れ
た
翌
年
の
１
９
９
６
年
に
追
加
さ

れ
て
以
降
、
一
度
も
改
定
が
な
さ
れ
ず
今
に
至
っ
て
い

ま
す
。
現
行
の
第
６
章
は
15
ペ
ー
ジ
程
度
の
も
の
で
あ

安井氏
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り
、
無
形
資
産
の
重
要
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
現
在
の
経
済
活
動
に
対
し
て
十
分
な
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
提
供
で
き
て
い
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｗ
Ｐ
６
（
第
６
作
業
部
会
）
は
、
事
業
再
編
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
０
１

０
年
に
終
結
さ
せ
、
こ
れ
が
２
０
１
０
年
版
の
大
幅
に
改
定
さ
れ
た
移
転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
結
実
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
際
、
事
業
再
編
の
議
論
を
し
て
い
く
中
で
無
形
資
産
に
関
す

る
現
行
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
見
直
し
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
事
業
再
編
に
関
す
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
内
、
ま
ず
無
形
資
産
に
係
る
議
論
を
除
い
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
新
た
な
章
と
し
て
第

９
章
を
追
加
し
、
無
形
資
産
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
そ
の
後
に
改
め
て
第
６
章
を
改
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
の
も
と
、
無
形
資
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
０
年
に
始
ま
り
、
現
在
ま
で
に

Ｗ
Ｐ
６
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
は
計
７
回
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
の
意
見
を
直
接
聞
く
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
計
４
回
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
回
目
の
パ
ブ
リ
ッ
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ク
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
は
２
０
１
２
年
11
月
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
が
、
そ
の
場
で
初
め
て
、
２
０
１
２
年
６
月
に
公
表
し
た
第
６

章
の
具
体
的
な
改
定
案
が
ビ
ジ
ネ
ス
界
と
の
間
で
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
も
Ｗ
Ｐ
６
の
関
連
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
さ

れ
た
文
書
は
い
く
つ
も
あ
る
は
ず
で
す
が
、
一
つ
の
文
書
に
対
し
て

合
計
で
１
０
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い

う
の
は
記
録
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
だ
け
を
と

っ
て
み
て
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
関
心
が
い
か
に
高
い

か
が
窺
い
知
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

図
表
２
の
下
か
ら
２
番
目
に"O

ngoing w
ork on additional 

intangibles issues
（
無
形
資
産
に
関
す
る
追
加
的
な
論
点
に
つ
い

て
の
現
在
進
行
中
の
作
業
）"

と
あ
り
ま
す
が
、先
般
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
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シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
具
体
的
に
は
、com

parability 

issues
（
比
較
可
能
性
に
関
す
る
論
点
）
と
し
て
お
そ
ら
く
第
１
章
か
ら
第
３
章
の
改
定
が
必
要

と
な
る
論
点
、
第
８
章
のC

ost contribution arrangem
ents

（
費
用
分
担
契
約
）
に
関
す
る

現
行
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
の
整
合
性
の
検
討
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
議
論
が
必
要
な
問
題
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、次
回
公
表
す
る
こ
と
に
な
る
改
訂
版
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
ド
ラ
フ
ト
に
含
ま
れ
る
か
た
ち
で
、
お
そ
ら
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
11
月
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
直
後
に
、
作
業
部
会
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
最
初
の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
２
０
１
３
年
２
月
末
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
の
際
の
意
見
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
各
国
代
表
者
の
コ
メ
ン
ト
、
考
え
方
を
反
映
さ

せ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
改
定
案
を
事
務
局
で
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
事
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務
局
と
し
て
は
、
２
０
１
３
年
中
に
改
訂
版
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
を
公
表
し
、
改

め
て
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
募
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
２
０
１
２
年
６
月
に
公
表
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
、

ポ
イ
ン
ト
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
表
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
概
要

　

ま
ず
、
無
形
資
産
が
関
係
す
る
取
引
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ

ト
は
、
分
析
の
枠
組
み
と
し
て
、
四
つ
の
論
点
に
分
け
て
議
論
を
整
理
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
が

無
形
資
産
の
定
義
に
関
す
る
問
題
、
二
つ
目
が
無
形
資
産
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
利
益
は
誰
が
受
け

取
る
べ
き
か
と
い
う
論
点
、
三
つ
目
と
し
て
無
形
資
産
が
絡
む
取
引
は
ど
の
よ
う
な
類
型
に
分
か

れ
る
の
か
と
い
う
論
点
、
そ
し
て
、
最
後
に
無
形
資
産
の
評
価
の
問
題
で
す
。

　

一
つ
目
の
定
義
の
問
題
は
、
出
発
点
と
し
て
、
無
形
資
産
の
定
義
を
広
く
捉
え
る
べ
き
か
、
狭
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く
捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ

フ
ト
は
無
形
資
産
の
定
義
を
広
く
取
っ
て
お
り
、
各
国
代
表
者
の
間
で
も
方
向
性
と
し
て
は
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
一
方
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

で
は
広
い
無
形
資
産
の
定
義
に
対
す
る
懸
念
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
作
業
部
会
で
も
、
移
転
価
格
の

対
象
と
な
る
無
形
資
産
が
や
み
く
も
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
効
果
的
な
定
義
の
表
現
に
関
す
る
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
、
無
形
資
産
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
利
益
は
誰
が
受
け
取
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
各
取
引
当
事
者
が
有
す
る
機
能
、
リ
ス
ク
、
資
産
の
分
析
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
意
図
を
明
確
に
反
映
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
在
り

方
の
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
二
つ
目
の
論
点
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
ド
ラ
フ
ト
の
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
の
部
分
に
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関
す
る
コ
メ
ン
ト
が
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
の
内
の
相
当
部
分
を
占
め
て
お
り

ま
し
た
。
作
業
部
会
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
は
そ
の
意
図
を
明
確
に
記
述
す
る

こ
と
に
成
功
し
て
お
ら
ず
、
解
釈
に
疑
義
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
少
な
か
ら
ぬ
懸

念
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
２
月
末
の
作
業
部
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
後

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
記
述
の
仕
方
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
部
分
で
す
。

　

三
つ
目
の
論
点
と
し
て
、
無
形
資
産
が
絡
む
取
引
は
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
る
べ
き
か
、
ど
の

よ
う
な
類
型
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
大
き
く
分
け
て
無
形
資
産
の
「
利
用
」
と

「
移
転
」
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
無
形
資
産
の
移
転
に
関
し
て
は
、
無
形

資
産
全
体
の
移
転
と
無
形
資
産
の
一
部
の
移
転
と
に
分
け
、
更
に
、
他
の
無
形
資
産
と
一
緒
に
移

転
さ
れ
る
場
合
と
、
他
の
有
形
資
産
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
共
に
移
転
さ
れ
る
場
合
に
分
け
て
ガ
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イ
ダ
ン
ス
を
提
供
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
が
こ
の
部
分
に
な
り
ま
す
が
、
主

に
、
有
益
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
す
る
上
で
類
型
の
仕
方
が
適
切
だ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
観
点

か
ら
、
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
訂
版
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
で
は
、
こ
こ

も
、
あ
る
程
度
の
構
成
の
変
更
が
な
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
部
分
で
す
。

　

最
後
の
点
、
無
形
資
産
の
評
価
の
問
題
は
、
無
形
資
産
の
利
用
の
場
合
に
し
て
も
移
転
の
場
合

に
し
て
も
、
非
常
に
難
し
い
点
で
す
。
現
在
の
議
論
の
内
容
と
し
て
は
、
資
産
評
価
の
分
野
で
発

達
し
適
用
さ
れ
て
い
る
手
法
、
特
に
イ
ン
カ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
手
法
、
中
で
も
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・
メ
ソ
ッ
ド
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
）
の
移
転
価
格
算
定
上
の
適
用
可

能
性
に
着
目
す
る
中
で
、
そ
れ
を
現
行
の
移
転
価
格
算
定
手
法
の
枠
組
み
の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱

う
か
、
例
え
ば
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
そ
の
ま
ま
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
認
め
、
推
奨
す
る
移

転
価
格
算
定
手
法
の
一
つ
と
し
て
認
識
す
る
の
か
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
る
の
か
、
適
切
で
な
い
の

で
あ
れ
ば
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
論
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点
が
、
一
つ
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
は
、
特
に
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の
有
用
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
一
つ

の
移
転
価
格
算
定
手
法
と
し
て
直
接
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
使
う
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
非
常
に
有
効
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の

解
説
的
な
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
設
け
、
使
う
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
、
適
切
な
将
来
予
測
の
必
要
と
困
難
な

ど
、
移
転
価
格
を
算
定
す
る
際
に
使
用
す
る
場
合
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

現
在
の
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｄ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
が
無
い
部
分
に
つ
い
て
の
お
話
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
以
上
が
先
般
公
表
さ
れ
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
概
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド

ラ
フ
ト
に
対
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
も
既
に
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
て
い
る
訳
で
す
が
、
次
に
、
現
時
点
で
の
大
き
な
問
題
意
識
、
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
重
要
な
論

点
に
つ
い
て
、
今
一
度
ご
説
明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
後
の
主
要
な
論
点

　

図
表
３
で
、
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て"local m

arket 

advantages"

と"corporate synergies"

と
あ
り
ま
す
が
、

現
行
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
で
は
、
こ
の
二
つ
は
無

形
資
産
で
は
な
い
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
形
資
産
で
は
な
く
、

com
parability factor

と
し
て
比
較
可
能
性
分
析
の
際
に
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
今
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
そ
の
た
め
、

com
parability factor

に
つ
い
て
さ
ら
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
具
体
的
に
は
お
そ
ら
く

第
１
章
中
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
今
回
無
形
資
産
で
は
な

くcom
parability factor

で
あ
る
と
整
理
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
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て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
議
論
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

二
つ
目
に"assem

bled w
orkforce and goodw

ill

（
集
合
労
働
力
と
の
れ
ん
）"

と
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
も
移
転
価
格
の
問
題
と
し
て
ど
う
扱
う
か
が
非
常
に
難
し
く
、
特
に

"goodw
ill"

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
移
転
価
格
上
の
無
形
資
産
の
定
義
を
ど
う
規
定
す
る
か

と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
係
す
る
面
が
あ
り
、
議
論
が
な
か
な
か
収
束
し
に
く
い
論
点
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
各
国
代
表
者
が
合
意
で
き
る
記
述
を
見
い
出
す
か
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
が

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う
見
極
め
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
と
四
つ
目
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
、
無
形
資
産
に
よ

り
創
出
さ
れ
る
利
益
は
誰
が
受
け
取
る
べ
き
か
と
い
う
論
点
で
す
。
特
に
四
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
に

関
し
て
、
機
能
と
リ
ス
ク
の
役
割
に
加
え
て
金
銭
的
投
資
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
の
が

重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
無
形
資
産
の
開
発
、
維
持
、
管
理

に
単
に
資
金
提
供
を
し
た
だ
け
で
は
無
形
資
産
が
創
出
す
る
超
過
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
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な
い
と
い
う
方
向
性
は
お
そ
ら
く
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
金
銭
を
供
出
し
た
者
に
何
の
リ
タ
ー
ン

も
な
く
て
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
例
え
ば
、
金
銭
投
資
に
見
合
う
利
益
の
享
受
と
無

形
資
産
が
創
出
す
る
超
過
利
益
の
享
受
と
を
区
別
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
方
向
で
の
議
論
が
な
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
五
つ
目
と
六
つ
目
は
、
無
形
資
産
の
評
価
に
関
す
る
も
の
で
す
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
ｓ
と
あ
る
の

は"P
urchase P

rice A
llocations

（
購
入
価
格
の
配
分
）"

の
こ
と
で
、goodw

ill

の
定
義
や

取
り
扱
い
に
密
接
に
関
わ
る
こ
の
評
価
手
法
を
移
転
価
格
に
お
い
て
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
の
が

一
つ
の
論
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
を
移
転
価
格
算
定
の
際
に
使
う
と
き
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
在
り
方
、
こ
の
手
法
と
現
在
の
移
転
価
格
算
定
手
法
と
の
関
係
と
い
っ
た
点
も
、
引
き

続
き
議
論
が
必
要
な
論
点
で
す
。

　

最
後
に"Intangibles highly uncertain value

（
評
価
が
非
常
に
不
確
実
な
無
形
資
産
）"

と
あ
り
ま
す
が
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
が
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の
有
効
性
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
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え
て
い
る
背
景
の
一
つ
に
、
無
形
資
産
の
価
値
は
将
来
予
測
か
ら
し
か
正
し
く
評
価
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
毎
年
の
申
告
所
得
を
計
算
す
る
時
点

で
正
確
な
将
来
予
測
が
難
し
い
と
い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
後
も
議
論
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
無
形
資
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
ご
説
明
で
す
。

　

動
き
始
め
た
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

最
後
に
、
こ
の
無
形
資
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
非
常
に
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。"B

ase erosion and profit shifting"

、
日
本
語
で
も
英
語
で
も

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
ベ
ッ
プ
ス
）
と
略
し
て
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の
モ
リ
ス
委
員
長
の
お
話
で
も
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、非
常
に
大
き
な
問
題
意
識
の
下
に
動
き
始
め
た
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す（
52
ペ
ー

ジ
図
表
４
参
照
）。
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こ
の
問
題
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
グ

ー
グ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
と
い
っ
た
企
業
の
タ
ッ
ク
ス
ポ
リ
シ
ー
が

大
き
く
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
米
国
議
会
、
英
国
議
会

で
非
常
に
強
く
批
判
さ
れ
た
こ
と
に
一
端
を
発
し
、
現
在
、
各

国
の
税
務
当
局
、
財
務
省
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
通
し
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
タ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
最

善
の
企
業
行
動
で
あ
っ
て
も
、
各
国
の
租
税
収
入
の
観
点
、
あ

る
い
は
政
治
家
や
国
民
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
名
だ
た
る
多
国

籍
企
業
が
微
々
た
る
税
金
し
か
納
め
て
い
な
い
の
は
看
過
で
き

な
い
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
実
質
的
に

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
経
済
的
二
重
「
非
」
課
税
の
問
題
が
着
目

図表４ Base erosion and profit shifting
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さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
多
く
の
国
に
共
有
さ
れ
て
い
て
、
Ｇ
20
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
一
つ
に
な
り
、
現
在
、

Ｇ
20
か
ら
の
マ
ン
デ
ー
ト
を
受
け
る
形
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
機
能
を
務
め
て

い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
し
て
は
、
現
在
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
本
当
に
起
こ
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
現
状
分
析
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
分
析
を
踏
ま
え
た
レ
ポ
ー
ト
が
来
週
公
表
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
後
、
国
際
税
制
の
現
行
の
原
則
を
少
な

か
ら
ず
変
更
す
る
潜
在
性
を
持
つ
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
状
の
分
析
と
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
六
つ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
図
表
４
に
箇
条
書
き
さ
れ
た
六
つ
の
点
で
す
。
ま
ず
一
つ
目
が
、「e

n
tity

と

instrum
ent

の
取
り
扱
い
上
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
で
す
。
例
え
ば
、
あ
る
法
人
形
態
が
一
つ
の
国

で
は
課
税
客
体
と
さ
れ
て
い
て
別
の
国
で
は
パ
ス
ス
ル
ー
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
さ
れ
て
い
る
と
す
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る
と
、
一
方
の
国
で
損
金
算
入
さ
れ
、
他
方
の
国
で
益
金
不
算
入
と
な
る
取
引
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
、
あ
る
種
の
二
重
非
課
税
の
問
題
が
発
生
す
る
と
い
う
問
題
意
識
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。
現
在
、
一
部
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
高
度
に
ソ
フ
ト
化
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｗ
Ｐ
１
で
は
Ｅ
コ
マ
ー
ス
な
ど
の
ケ
ー

ス
で
Ｐ
Ｅ
が
ど
の
よ
う
に
認
定
さ
れ
る
べ
き
か
な
ど
こ
れ
ま
で
に
も
議
論
し
て
き
た
点
で
す
が
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
る
国
に
ま
っ
た
く
何
の
足
が
か
り
も
な
い
ま
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
で
き
る
と
い
う
と
き
に
、
現
在
の
Ｐ
Ｅ
規
定
は
本
当
に
対
応
し
き
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
問
題
意
識
で
す
。

　

三
つ
目
が
、"R

elated party financing"

で
す
が
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
は
過
少

資
本
税
制
で
、
関
連
者
間
で
借
り
入
れ
を
し
て
損
金
算
入
に
な
るfinancing

と
な
ら
な
い

financing

と
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、base erosion

（
課
税
ベ
ー
ス
侵
食
）
に
当
た
る
効
果

が
発
生
す
る
と
い
う
問
題
で
す
。
古
く
か
ら
あ
る
論
点
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
過
少
資
本
税
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制
で
本
当
に
問
題
に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
現
在
の
移
転
価
格
の
原
則
が
、
リ
ス
ク
の
移
転
や
無
形
資
産
か
ら
創
出
さ
れ
る
利

益
の
帰
属
の
問
題
に
対
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
す
。

　

五
つ
目
が"A

nti-avoidance m
easures"

で
、
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｒ
と
はG

eneral anti-avoidance 

rules

（
一
般
的
な
租
税
回
避
防
止
規
定
）
の
こ
と
で
す
。
多
く
の
国
で
一
般
的
なanti-

avoidance rule

は
存
在
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
本
当
に
機
能
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
Ｃ

Ｆ
Ｃ
ル
ー
ル
が
機
能
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
で
す
。
一
国
単
体
で
考
え
た
と
き
に
は
よ

く
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で
、
あ
る
国
の
規
定
と
別
の
国
の
規
定
の
仕
方
が
違
っ
た
と
き
に
、

そ
こ
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
望
ま
し
く
な
い
タ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
可
能
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

最
後
の"P

referential regim
es

（
優
遇
制
度
）"

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策

意
図
を
持
っ
て
税
制
度
を
構
築
す
る
中
、
望
ま
し
く
な
い
制
度
競
争
の
よ
う
な
も
の
に
、
ど
の
よ
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う
に
対
応
し
、
ど
の
よ
う
に
協
力
関
係
を
築
い
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
６
つ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
の
認
識
が
、
現
状
分
析

作
業
の
結
論
の
重
要
な
部
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
認
識
を
基
に
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
は
、
具
体
的
に
は
２
０
１
３
年
６
月
ま
で
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
作

業
が
必
要
か
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
来
週
、
ま
ず
現
状
分
析
が
公
表
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
６
月
に

具
体
的
な
作
業
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
ま
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
Ｂ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
の
議
論
は
一
気
に
加
速
し
、
国
際
課
税
の
議
論
は
大
き
く
動
い
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

図
表
５
は
、
そ
の
ほ
か
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
移
転
価
格
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
例
で
す
。"S

afe harbours

（
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

図表５ Other OECD Transfer Pricing Work



基調講演 257

た
範
囲
、
ル
ー
ル
の
中
で
行
動
す
る
限
り
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
効
果
を
明
確
に
し
た
も
の
）"

に
つ
い
て
は
、
移
転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
４
章
中
のS

afe harbours

に
関
す
る
セ
ク
シ
ョ

ン
の
改
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
改
定
案
に
係
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
が
無
形
資

産
に
係
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
と
同
時
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
さ
れ
、
現

在
、
作
業
部
会
と
し
て
の
最
終
案
を
議
論
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
番

早
く
終
結
す
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ま
れ
、
事
務
局
と
し
て
は
、
３
月
に
作
業
部
会
で
議
論
を

し
た
後
、
速
や
か
にS
afe harbours

に
関
す
る
新
し
い
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

"D
ocum

entation"

に
つ
い
て
は
、
各
国
に
移
転
価
格
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
結
果
、
多
国
籍
企
業
は
多
大
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
一
方
、
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
税
務
当
局
は
本
当
に
有
用
な
情
報
を
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
意
識
の
下
、
ど

う
す
れ
ば
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ル
を
簡
素
化
で
き
る
か
、
ま
た
同
時
に
、
税
務
当
局
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に
と
っ
て
も
よ
り
有
効
な
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ル
を
提
案
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

"Low
 value added services

（
低
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
）"

は
、役
務
提
供
に
関
し
て
、個
々

の
金
額
と
し
て
は
大
き
く
は
な
い
も
の
の
、
企
業
が
直
面
す
る
実
際
の
移
転
価
格
問
題
の
中
で
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、
執
行
面
で
簡
素
化
で
き
る
部
分
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

"R
isk A

ssessm
ent H

andbook"

は
、
各
国
当
局
、
特
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
向
け
に
移

転
価
格
に
関
す
る
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
つ
ま
り
、
調
査
対
象
企
業
の
選
定
を
効
果
的
に
行

う
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
公
表
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

最
後
の"Tax and developm

ent
（
税
と
開
発
）"

は
、
特
定
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
に
対

し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
移
転
価
格
事
務
の
執
行
を
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
現
在
、
５
カ
国
程
度
を
対
象
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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質
疑
応
答 

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
と
の
対
話
の
状
況

質
問
１　

モ
リ
ス
委
員
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
か
ら
す
る
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非

加
盟
の
国
々
と
の
取
引
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
問
題
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
場
で

は
そ
う
し
た
国
々
の
メ
ン
バ
ー
と
も
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

場
で
は
、
か
な
り
立
場
の
差
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
そ
う

し
た
共
有
で
き
る
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
考
え
方
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
議
論
の
中
で
は
皆
さ
ん
で
共

有
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

モ
リ
ス　

今
の
ご
指
摘
の
点
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
分
野
で
必
ず
し
も
合
意
が
形
成
さ
れ
て

い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｐ
Ｅ
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加
盟
国
の
間
で
も
非
加
盟
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国
の
間
で
も
、
Ａ
Ｏ
Ａ
に
つ
い
て
留
保
を
付
し
て
い
る
国
も
あ
り
、
こ
れ
は
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
企
業
、
経
済
界
を
代
表
す
る
者
と
し
て
、
経
済
界
の
レ
ベ
ル
で
は
、
政
府
の
レ
ベ

ル
よ
り
も
途
上
国
と
の
間
で
共
通
の
利
益
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
こ
の

プ
ロ
セ
ス
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
レ
ベ
ル
の
話
と
な
る
と
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
か
ら
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
訴
え
か
け
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
35
ぐ
ら
い
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
な
の
で
す

が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
組
織
、
例
え
ば
、
透
明
性
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
活
発
に
１
０
０
ぐ
ら
い
の
非
加
盟
国
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
い
る
の
で
、
議
論
が
で
き
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
国
々
も
あ
る
の
で
、
税
と
開
発
の
会
合
が
、
２
０
１
２
年
５
月

に
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開
か
れ
た
と
き
に
は
私
も
出
席
し
ま
し
た
が
、
出
席
し
た
国
の
ほ
と
ん
ど
は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
な
の
か
を
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
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非
常
に
い
い
機
会
で
し
た
。

　

非
加
盟
国
が
有
し
て
い
る
懸
念
は
そ
ん
な
に
難
し
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
本
社
コ

ス
ト
の
チ
ャ
ー
ジ
な
ど
は
簡
単
な
話
で
す
。
そ
れ
と
同
様
に
、
例
え
ば
、
Ｔ
Ｐ
に
つ
い
て
シ
ン
プ

ル
に
対
応
す
る
形
を
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
途
上
国
も
大
変
助
か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
場
で
は
Ｔ
Ｐ
ラ
イ
ト
の
議
論
が
進
ん
で
い

ま
す
。
つ
ま
り
簡
素
化
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
の
税
制
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
意
見
を
発
信
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
非
加
盟
国
に

向
け
て
そ
れ
を
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常
に
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
合
意
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
で
す
が
、
少
な
く
と
も
会
話
に
対
し
て

有
益
な
形
で
影
響
力
を
行
使
で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
は
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。



62

　

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
関
す
る
議
論
の
状
況

質
問
２　

安
井
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
質
問
し
ま
す
。
先
ほ
ど
も
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
が
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
ご
案
内
の
と
お
り
、
企
業
は
こ
の
部
分
が

非
常
に
予
測
可
能
性
に
欠
け
、
不
透
明
な
部
分
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
新
興
国
側
と
先
進
国
側
と

で
非
常
に
意
見
が
分
か
れ
る
論
点
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
の
明
確
化
を
期
待
し
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
で
の
指
針
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ロ

ー
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
の
定
義
、
範
囲
、
評
価
あ
る
い
は
内
国
資
本
と
外
資

系
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
論
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
検
討
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安
井　

私
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
派
遣
さ
れ
る
前
、
東
京
国
税
局
や
大
阪
国
税
局
の
移
転
価
格
の
担
当
部

署
に
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
関
し
、

日
本
に
限
ら
な
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
困
難
が
あ
る
と
い
う
ご
指
摘
に
は
非
常
に
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共
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
上
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ど
れ
だ
け
有
効
な
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
提
供
で
き
る
か
と
い
う
の
は
、
非
常
に
重
要
で
す
が
、
非
常
に
難
し
い
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
２
０
１
２
年
６
月
に
公
表
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
に
は
、
コ
ン
パ
ラ
ビ

リ
テ
ィ
に
係
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
少
し
お
話
し
た
と
お
り
、
こ
の
点
に
関
す

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
今
後
、
改
訂
版
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
中
で
含
ま
れ
て
く
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
そ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
お
そ
ら
く
書
き
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
分
析
の

枠
組
み
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
す
れ
ば
、
ま
ず
、
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
本
当
に
存
在
す
る
の
か
を
検
討
し
、
存
在
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
次
に
、

そ
の
金
額
の
算
定
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
金
額
で

評
価
が
で
き
る
場
合
に
、
次
に
、
そ
れ
が
エ
ン
ド
カ
ス
タ
マ
ー
に
移
転
し
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
全
部
エ
ン
ド
カ
ス
タ
マ
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ー
に
流
出
し
て
は
い
な
い
と
い
う
場
合
に
、
最
後
に
、
関
連
者
間
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
シ
ェ
ア

さ
れ
る
べ
き
か
を
、
独
立
企
業
間
の
例
に
倣
っ
て
検
討
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
改
訂
版
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
で
は
、
大
き
く
分
け
て
こ
の
よ
う
な
四

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。



　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
１
部　

Ｐ
Ｅ
課
税
を
巡
る
国
際
税
務
諸
問
題

【
モ
デ
レ
ー
タ
】

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
委
員
長

関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授

三
井
物
産
経
理
部
税
務
統
括
室
次
長

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

ク
リ
ス
タ
ー・ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

ア
ー
チ
ー・パ
ー
ネ
ル

一
高　

龍
司

萩
谷　

淳
一

青
山　

慶
二
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青
山　

ま
ず
、
簡
単
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
趣
旨
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近
年
、
多
国
籍
企
業
の
国
境
を
超
え
た
直
接
投
資
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
源
泉
地
国
で
の
事
業
所
得
に
対
す
る
課
税
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
二
重
課
税
問
題
が
、
移
転

価
格
問
題
と
並
ん
で
よ
り
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
の
企
業
か
ら
も
、
中

国
や
イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ
ア
の
新
興
国
へ
の
進
出
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
物
理
的
Ｐ
Ｅ
の
み
な
ら
ず
代

理
人
Ｐ
Ｅ
な
ど
の
機
能
的
Ｐ
Ｅ
の
存
在
を
理
由
と
し
た
課
税
を
含
む
、
多
様
な
課
税
問
題
に
直
面

し
て
お
り
、
当
局
と
の
紛
争
解
決
に
苦
労
し
て
い
る
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
の
場
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
対

し
て
２
０
１
０
年
の
モ
デ
ル
条
約
７
条
の
改
定
や
コ
メ
ン
タ
リ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
条
項
の
導

入
、
さ
ら
に
は
５
条
の
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
全
般
的
な
見
直
し
な
ど
の
積
極
的
な
対

応
措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
国
連
に
お
い
て
も
２
０
１
１
年
モ
デ
ル
条
約
改
定
の
過
程
で
事

業
所
得
課
税
に
関
す
る
条
項
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
更
新
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
過
程
に
お
い
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て
は
、
納
税
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
上
で
多
国
籍
企

業
を
中
心
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
の
関
与
は
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
を
担
う
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
活
動

は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
わ
が
国
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約
の
新
７

条
に
沿
っ
た
二
国
間
条
約
の
改
定
が
今
後
予
測
さ
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
整
合
性
の
あ
る
国
内
法
改
定

も
、
税
制
改
正
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
向
は
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
見
て
、

Ｐ
Ｅ
へ
の
み
な
し
資
本
や
内
部
取
引
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ

な
ど
の
新
し
い
課
題
へ
の
対
応
が
も
う
間
近
に
迫
っ
て
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い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
幹
部
に
も
参
加
い
た
だ
く
こ
の
パ
ネ
ル
で
、
ま
ず
わ
が
国
を
は
じ
め
と
し

た
多
国
籍
企
業
が
直
面
す
る
Ｐ
Ｅ
課
税
問
題
の
概
要
を
、
各
国
の
条
約
や
国
内
法
改
定
の
状
況
も

参
照
し
な
が
ら
確
認
し
た
上
で
、
最
近
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
５
条
、
７
条
に
関
連
す
る
Ｐ
Ｅ
課

税
ル
ー
ル
に
関
す
る
活
動
、
そ
の
中
で
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
主
要
な
関
与
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、

最
後
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
の
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
領
域
や
課
題
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｉ

Ａ
Ｃ
の
立
場
と
わ
が
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
場
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
順
序
で
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
に
ご
出
席
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
幹
部
の
３
名
の
方
々
は
、
い
ず
れ
も
国
際
課
税
の
精
通
者

で
す
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
わ
が
国
の
抱
え
て
い
る
Ｐ
Ｅ
課
税
に
関
す
る
法
令
解
釈
な
い
し
は

実
務
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
一
高
さ
ん
、
萩
谷
さ
ん
か
ら
の
問
題
提
起
に
対
し
て
も
有
益
な
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
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最
初
の
、
わ
が
国
多
国
籍
企
業
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
課
税

の
経
験
に
つ
い
て
、
萩
谷
さ
ん
か
ら
ご
説
明
お
願
い
し
ま
す
。

　

多
国
籍
企
業
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
課
税

萩
谷　

で
は
私
か
ら
、
イ
ン
ド
や
中
国
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
の
新
興

国
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
課
税
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
図
表
６
）。

　

一
つ
目
の
事
例
は
、
駐
在
員
事
務
所
に
係
る
Ｐ
Ｅ
課
税
で
す
。

私
ど
も
商
社
は
古
く
よ
り
イ
ン
ド
に
駐
在
員
事
務
所
を
設
立
し
、

市
場
調
査
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
駐
在
員
事
務

所
は
、
現
地
で
そ
の
活
動
が
準
備
的
、
補
助
的
な
も
の
に
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
ど
も
は
日
印
租
税
条
約
に
基
づ
き
Ｐ
Ｅ
に

は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
の
イ
ン
ド
税
務

図表６ わが国多国籍企業のアジアにおける PE 課税の経験

•インドにおけるPE課税問題
駐在員事務所に係るPE課税
建設PE
代理人PE

•中国におけるPE課税問題
グループ法人間役務提供
出向者に係るPE課税

•紛争解決上の課題
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当
局
か
ら
は
駐
在
員
事
務
所
の
活
動
が
準
備
的
、
補
助

的
な
活
動
を
超
え
て
い
る
と
し
て
Ｐ
Ｅ
認
定
さ
れ
課
税

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
イ
ン
ド
当
局
が
引
用
し
て
い
た
の
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
租
税
条
約
５
条
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ

ー
で
、
そ
こ
に
「
企
業
全
体
の
一
般
的
な
目
的
と
同
一

で
あ
る
よ
う
な
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
は
、
準
備
的
、

補
助
的
な
活
動
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
パ
ラ

グ
ラ
フ
が
あ
り
、
情
報
収
集
は
商
社
に
と
っ
て
一
般
的

な
目
的
で
は
な
い
か
、
こ
れ
と
同
じ
情
報
収
集
を
行
う

駐
在
員
事
務
所
の
活
動
は
準
備
的
、
補
助
的
な
も
の
と

は
み
な
せ
な
い
と
い
う
指
摘
で
し
た
。

萩谷委員
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そ
の
後
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
裁
判
で
納
税
者
側
に
有
利
な
判
決
が
出
て
い
ま
す
が
、
新
興
国

等
に
お
い
て
は
こ
の
Ｐ
Ｅ
の
範
囲
に
つ
い
て
解
釈
を
拡
大
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

予
期
せ
ぬ
課
税
問
題
が
生
じ
ま
す
の
で
、
今
回
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
租
税
条
約
５
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー

の
改
定
作
業
に
関
し
て
は
、
各
論
点
に
お
い
て
一
層
の
明
確
さ
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
企
業
の
担
当

者
と
し
て
は
望
ん
で
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
建
設
Ｐ
Ｅ
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
イ
ン
ド
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
、
当
初
は
日
印
租
税
条
約
に
基
づ
き
Ｐ
Ｅ
申
告
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
税
務
当
局

か
ら
、
こ
の
工
事
に
関
連
し
て
本
店
が
オ
フ
シ
ョ
ア
で
行
っ
た
機
器
設
備
の
売
買
の
所
得
に
つ
い

て
も
イ
ン
ド
国
内
の
建
設
Ｐ
Ｅ
に
帰
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
課
税
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
、
イ
ン
ド
税
務
当
局
が
言
及
し
た
の
は
、
今
度
は
国
連
モ
デ
ル
租
税
条
約
で
し
て
、

日
印
租
税
条
約
第
７
条
、
お
よ
び
議
定
書
第
６
条
、
こ
ち
ら
は
国
連
モ
デ
ル
租
税
条
約
を
ベ
ー
ス

に
し
て
お
り
、
同
モ
デ
ル
条
約
に
あ
る"Force of Attraction"

、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｅ
の
吸
引
力
に
よ
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っ
て
オ
フ
シ
ョ
ア
の
所
得
に
つ
い
て
も
イ
ン
ド
国
内
の
Ｐ
Ｅ
に
帰
属
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

な
お
、
こ
ち
ら
も
裁
判
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
国
内
の
Ｐ
Ｅ
の
関
与
が
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
と

し
て
、
わ
れ
わ
れ
納
税
者
側
に
有
利
な
判
決
が
出
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
代
理
人
Ｐ
Ｅ
の
問
題
で
、
一
つ
目
の
事
例
の
続
き
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
社
は

イ
ン
ド
で
本
格
的
に
営
業
活
動
を
行
う
必
要
性
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
現
地
法
人
を
設
立
し
て

現
地
で
申
告
・
納
税
す
る
形
を
取
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
次
に
イ
ン
ド
税
務
当
局
か
ら
指
摘
を

受
け
た
の
は
、
イ
ン
ド
現
地
法
人
は
親
会
社
の
た
め
に
常
習
的
に
注
文
取
得
を
行
っ
て
い
る
、
し

た
が
っ
て
代
理
人
Ｐ
Ｅ
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
収
入
の
大
部
分
は
親
会
社
か
ら
の
口
銭
が
占
め
て

い
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
独
立
代
理
人
と
は
い
え
な
い
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
件
は
、
こ
の
注
文
取
得
代
理
人
の
行
為
の
範
囲
や
独
立
代
理
人
と
従
属
代
理
人
の
境
界
線
に

関
し
て
、
や
は
り
明
確
な
基
準
は
何
な
の
か
と
い
う
論
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
加
え
て
、

代
理
人
Ｐ
Ｅ
に
帰
属
す
る
所
得
を
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る
か
と
い
う
論
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
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当
社
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
現
地
法
人
に
対
し
て
、
独
立
企
業
間
価
格
で
適
正
な
対
価
を
支
払
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
対
価
以
上
に
イ
ン
ド
に
帰
属
す
る
所
得
は
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
イ
ン
ド
当
局
は
、
イ
ン
ド
現
地
法
人
と
代
理
人
Ｐ
Ｅ
は
異
な
る
納
税
者
で
あ
り
、
Ｐ

Ｅ
に
帰
属
す
べ
き
機
能
・
資
産
・
リ
ス
ク
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
代
理
人
Ｐ
Ｅ
に
帰
属
す
る
所
得

を
計
算
す
べ
き
だ
、
ま
た
、
外
国
企
業
は
い
わ
ゆ
る
代
理
人
を
起
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
代
理
人

へ
の
報
酬
を
差
し
引
い
て
も
な
お
利
益
を
得
て
い
る
の
で
、
そ
の
残
余
利
益
の
一
部
は
代
理
人
の

所
在
地
国
で
も
課
税
し
な
け
れ
ば
、
公
平
性
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
当
局
の
指
摘
で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
イ
ン
ド
当
局
は
親
会
社
の
イ
ン
ド
関
連
の
売
上
高
に
、
親
会
社
の
連
結
Ｐ
Ｌ

の
利
益
率
と
一
定
の
帰
属
率
を
か
け
、
代
理
人
Ｐ
Ｅ
に
追
加
す
る
所
得
を
算
定
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

代
理
人
Ｐ
Ｅ
の
帰
属
所
得
に
つ
い
て
も
現
地
の
裁
判
で
は
、
当
初
は
納
税
者
側
に
有
利
な
判
決

が
出
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
イ
ン
ド
当
局
は
、
独
立
企
業
間
価
格
そ
の
も
の
、
こ
れ
自
体
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に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
き
て
、
現
在
は
移
転
価
格
の
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
中
国
で
の
Ｐ
Ｅ
課
税
の
事
例
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
ど
も
は
中
国
に
現
地
法
人
を
設
立
し
、
中
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
親
会
社

は
こ
の
中
国
の
現
地
法
人
に
対
し
て
、
一
部
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
機
能
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
の
親
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
本
の
親
会
社
の
中
で
行
っ
て
お
り
、
中
国
国
内
で
の
役
務

の
提
供
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
日
中
租
税
条
約
上
も
Ｐ
Ｅ
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
整
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
国
の
地
方
当
局
に
よ
っ
て
は
、
中
国
国
内
で
の
役
務
提
供
は

な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
当
社
と
認
識
に
大
き
な
ず
れ
が
あ
り
、
一
方
的
に
Ｐ
Ｅ
を
認
定
し
、

み
な
し
利
益
で
企
業
所
得
税
を
か
け
て
く
る
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
出
向
者
に
係
る
Ｐ
Ｅ
で
す
が
、
同
じ
く
中
国
に
お
い
て
は
現
地
法
人
へ
の
出
向
者

が
Ｐ
Ｅ
に
認
定
さ
れ
る
と
い
う
懸
念
を
お
持
ち
の
日
系
の
会
社
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
出
向
者
に

関
す
る
中
国
税
務
当
局
の
見
解
は
、
出
向
者
の
真
の
雇
用
主
は
出
向
元
の
日
本
の
親
会
社
で
あ
っ
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て
、
出
向
者
は
出
向
元
企
業
の
た
め
に
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
受
益
者
は
出
向
先
企
業
で
は
な
く

て
出
向
元
の
親
会
社
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
出
向
者
は
出
向
元
の
Ｐ
Ｅ
に
該
当
す
る
と
い
う
論
理

の
展
開
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
源
泉
地
国
に
お
い
て
も
国
際
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て

一
定
の
課
税
権
を
認
め
る
と
い
う
流
れ
が
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
新
興
国
に
お

い
て
は
、
税
務
執
行
の
現
場
に
お
い
て
非
常
に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
な
る
傾
向
が
あ
る
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
い
っ
た
ん
問
題
に
発
展
す
る
と
解
決
ま
で
企
業
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
お
そ

ら
く
当
局
に
と
っ
て
も
相
当
の
負
担
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
モ
デ
ル
租
税
条
約
の
規
定
ぶ
り
や

コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
充
実
等
に
よ
っ
て
二
重
課
税
が
起
こ
り
に
く
い
土
台
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
、
企
業
の
担
当
者
と
し
て
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
事
例
の
ご
紹
介
で
す
。

青
山　

日
本
の
企
業
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
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ベ
ー
ス
で
同
じ
よ
う
な
Ｐ
Ｅ
課
税
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
パ
ー
ネ
ル
さ
ん
か

ら
、
ア
ジ
ア
も
含
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
の
視
点
で
ご
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
見
た
Ｐ
Ｅ
課
税
の
環
境

パ
ー
ネ
ル　

今
、
お
話
に
出
た
イ
ン
ド
と
中
国
と
い
う
二
つ
の
国
は
注
目
に
値
す
る
国
々
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
日
は
イ
ン
ド
と
中
国
に
絞
っ
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
イ
ン
ド
に
つ

い
て
は
３
点
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
ず
国
内
法
、
二
つ
目
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約
へ
の
イ
ン
ド
の

留
保
、
三
つ
目
は
最
近
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
動
向
、
そ
の
後
、
中
国
に
つ
い
て
も
若
干
コ
メ
ン
ト

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
２
０
０
１
年
、
つ
ま
り
12
年
前
に
な
っ
て
初
め
て
Ｐ
Ｅ
の
定
義
が
イ
ン
ド
の
税
法
の
中
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｐ
ル
ー
ル
が
国
内
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
前

は
イ
ン
ド
の
国
内
法
で
は
、
イ
ン
ド
の
事
業
に
関
連
し
た
所
得
は
イ
ン
ド
源
泉
で
あ
る
の
で
、
イ
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ン
ド
が
課
税
権
を
有
す
る
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。
包
括
的
な
Ｐ
Ｅ
の
定
義
を
採
用
し
た
議
会
の

意
図
は
、
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
、
代
理
人
Ｐ
Ｅ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｐ
Ｅ
、
建
設
Ｐ
Ｅ
を
カ
バ
ー
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
イ

ン
ド
最
高
裁
で
判
決
が
出
た
の
は
２
０
０
７
年
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
判
決
内
容
と
文
言
か
ら
見

て
も
明
ら
か
で
す
。

　

イ
ン
ド
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
関
係
で
言
い
ま
す
と
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
と
お
り
、
イ
ン
ド
は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加
盟
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
地
位
に
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
の
オ

ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
５
条
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
留
保
は
複
数
あ
り
ま
す
。
い
く
つ
か
申
し
ま
す
と
、
一

つ
目
は
、
５
条
３
項
の
監
督
活
動
を
建
設
Ｐ
Ｅ
に
一
定
の
期
間
入
れ
る
権
利
、
こ
れ
に
は
留
保
が

付
い
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
５
条
５
項
、
注
文
を
取
得
す
る
だ
け
で
Ｐ
Ｅ
に
と
っ
て
は
十
分
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
も
う
一
つ
留
保
が
付
い
て
い
る
の
は
、
12
カ
月
の
基
準
で
す
。
一
定

の
短
期
間
の
サ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
科
学
的
な
リ
サ
ー
チ
は
準
備
的
、
補
助
的
な
も
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の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
最
後
に
留
保
が
付
い
て
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
Ｐ
Ｅ

に
な
り
得
る
と
い
う
点
で
す
。

　

イ
ン
ド
に
つ
い
て
最
後
に
申
し
あ
げ
た
い
の
は
、
わ
が
社
も
イ
ン
ド
で
は
Ｐ
Ｅ
に
つ
い
て
も
め

て
き
ま
し
た
。
わ
が
社
の
活
動
に
関
連
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
ベ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
も
も
め
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の
地
元
の
当
局
は
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
に
つ
い
て
独
特
の
見
方
を
し

ま
す
。
今
の
彼
ら
の
考
え
方
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
ベ
ン
ダ
ー
が
か
な
り
の
長
い
期
間
イ
ン
ド
で

事
業
を
し
て
い
た
場
合
に
は
わ
れ
わ
れ
、
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
フ
ィ
ー
を
払
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
が
、

ベ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
支
払
い
を
す
る
と
き
に
源
泉
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で

は
、
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
の
判
決
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
が
源
泉
徴
収
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
と
も
近
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
中
国
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
ま
す
。
出
向
者
が
Ｐ
Ｅ
に
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
は

中
国
に
関
し
て
本
当
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
貨
に
替
え
て
オ
フ
シ
ョ
ア
で
支
払
い
を
す
る
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場
合
に
、
外
為
当
局
の
承
認
だ
け
で
は
な
く
税
務
当
局

の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
証
明
書
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

最
近
気
付
い
た
の
で
す
が
、
タ
ッ
ク
ス
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
中
で
は
発
行
を
差
し
止
め
て
い
て
証
明
書
が
簡
単
に

は
取
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
チ
ャ
ー
ジ
は
発

生
し
て
い
る
の
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｅ

に
つ
い
て
問
題
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
中
国
で
は
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
申
し

添
え
ま
す
。

　

中
国
に
つ
い
て
最
後
に
申
し
あ
げ
た
い
の
は
、
非
常

に
面
白
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
中

国
の
間
の
租
税
条
約
の
中
で
何
が
Ｐ
Ｅ
な
の
か
に
関
し

パーネル氏
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て
、
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
に
関
連
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
書
面
で
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

中
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
間
の
租
税
条
約
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
国
と
の
租
税
条
約
の
中
で
も

同
じ
よ
う
な
文
言
が
あ
る
場
合
に
は
適
用
す
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
見
る
と
、C

onnected project

（
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
関
し
て
で
す
が
、
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
単
一
の
基
本
契
約
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
複
数
の
契
約
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
契
約
が
同
じ
人
と
締
結

さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
一
つ
の
契
約
を
執
行
す
る
こ
と
が
別
の
契
約
の
前
提
条
件
に
な
っ
て

い
る
か
、
そ
の
辺
の
こ
と
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
中
国
の
政
府
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
中
国
の
間
の
租
税
条
約
に
関
連
し
て
出
て
い
る
も
の
な
の
で
す
が
、

条
約
７
条
５
項
に
関
し
て
、
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
ほ
か
の
国
と
の
租
税
条
約
に
も
中
国
は
適
用

し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。

青
山　

今
の
お
話
で
、
現
実
の
Ｐ
Ｅ
課
税
の
問
題
に
つ
い
て
か
な
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
思
い
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ま
す
。
一
方
で
、
Ｐ
Ｅ
課
税
に
つ
い
て
は
特
に
欧
米
諸
国
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｏ
Ａ
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
し
た
形
で
、
国
内
法
や
そ
れ
ぞ
れ
の
各
国
の
租
税
条
約
の
改
定
が
進
ん
で
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
ご
説
明
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｏ
Ａ
の
導
入
に
つ
い
て

モ
リ
ス　

ま
ず
、
Ａ
Ｏ
Ａ
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
説
明
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
法
律
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ま
れ
る
か
と
い
う
お
話
を
し
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
Ａ
Ｏ
Ａ
の
中
で
は
Ｐ
Ｅ
を
、
い
わ
ゆ

るseparate entity

の
形
で
取
り
扱
う
よ
う
に
、
機
能
的
・
分
離
企
業
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
な
さ

い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
は
、
本
社
と
Ｐ
Ｅ
を
一
つ
のentity

と
し
て
、
そ
の
中
で
ど
ち

ら
に
所
得
が
帰
属
す
る
の
か
を
分
け
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
今
は
こ
れ
が
分
離
企
業
だ
と
し
て
扱
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い
、
資
本
を
配
賦
し
て
、
金
利
・
費
用
・
リ
ス
ク
・
機
能
分
析
な
ど
を
し
な
さ
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
よ
り
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
利
益
が
Ｐ
Ｅ
に
は
あ
る
と
言
う
け
れ
ど
も
、
全
体
のentity

と
し
て
は
ま
っ
た
く

利
益
が
上
が
っ
て
い
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
今
ま
で
よ
り
は
劇
的

に
変
わ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

次
に
、
欧
米
諸
国
の
状
況
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
欧
州
の
国
の
中
で
、
も
う
す
で
に
Ａ
Ｏ
Ａ
の

導
入
を
始
め
、
租
税
条
約
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
も
そ
う

で
す
。
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
Ａ

Ｏ
Ａ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
も
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
条
約
に
入
れ
て
い
ま

す
。
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
は
も
う
か
な
り
長
い
間
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
租
税

条
約
、
例
え
ば
、
日
米
の
、
も
し
く
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
租
税
条
約
の
文
言
の
中
で
Ａ
Ｏ
Ａ
が
取
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
変
更
や
条
約
の
変
更
な
ど
で
い
く
つ
か
複
雑
な
面
が
出
て
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き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
ま
さ
に
日
本
で
起
き
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
政
府
が
今
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
形
で
Ａ
Ｏ
Ａ
を
取
り
込
ん
で
い
く
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
入
れ
て
い
く
か
、
ど
の
よ

う
な
規
定
の
下
で
法
律
に
反
映
さ
せ
る
か
を
検
討
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
も
同
じ
プ
ロ

セ
ス
を
今
、
踏
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
が
、
現
状
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ド
イ
ツ

の
下
院
で
は
法
律
が
確
か
２
０
１
２
年
10
月
に
通
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
ド
イ
ツ
の
法

律
の
中
に
Ａ
Ｏ
Ａ
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
治
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
は

上
院
で
保
留
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
も
国
内
法
へ
の
反
映
が
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約
５
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー
改
定
動
向

青
山　

実
は
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
２
０
１
３
年
１
月
31
日
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
改
定
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
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ラ
フ
ト
５
条
関
係
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
ま
す
。
直
近
に
出
た
も
の
で
す
が
、
今
日

の
パ
ネ
ル
一
番
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
部
分
で
す
の
で
、
こ
の
内
容
に
関
し
て
３
人
の
方
々
か
ら
順
次

ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
背
景
事
情
を
パ
ー
ネ
ル
さ
ん
に
、
次
に
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ

と
し
て
の
新
５
条
提
案
に
対
す
る
評
価
を
モ
リ
ス
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

パ
ー
ネ
ル　

２
０
１
１
年
の
10
月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

ド
ラ
フ
ト
を
公
表
し
ま
し
た
。
５
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
対
す
る
改
定
提
案
と
し
て
２
０
１
２
年

９
月
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
改
定
ド
ラ
フ
ト
が
２
０
１
２
年
17
月
に
公
表
さ
れ
た

わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
先
週
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
２
０
１
４
年

に
モ
デ
ル
条
約
を
改
定
す
る
と
い
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り

の
動
き
で
す
。
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５
条
そ
の
も
の
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
長
い
条
文
で
、
25
の
異
な
る
ポ
イ
ン
ト

が
こ
の
中
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
（
86
ペ
ー
ジ
図
表
７
）。
Ｐ
Ｅ
に
関
し
て
、
農
場
、
在
宅

業
務
か
ら
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
で
い
ろ
い
ろ
含
ま
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の

方
々
か
ら
詳
し
い
説
明
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
改
定
さ
れ
た
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
広
く
影

響
を
及
ぼ
す
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、"at the disposal of"

（
当
該
場
所
が
当
該

企
業
の
自
由
に
な
る
）
で
す
。
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
が
当
該
企
業
の
自
由
に
な
る
か
ど
う
か
、

実
質
的
な
使
用
権
限
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
期
間
要
件
、
反
復
さ
れ
る
性
質
の
も
の
か
単
発

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
、
当
該
企
業
の
名
に
お
い
て
契
約
を
締
結
す
る
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
広
範
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。
モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
、
ど
こ
が
問
題
な
の
か

は
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

モ
リ
ス　

率
直
に
い
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
う
ま
く
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
う
ま
く
進
ん
で
い
ま
す
。
無
形
資
産
も
う
ま
く
進
ん
で
い
ま
す
。
コ
ン
サ
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ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
で
わ
れ
わ
れ
の
見
解
が
反
映
さ
れ
た
本
当
に
い
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
す
べ
て
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
場
合
に
は

そ
の
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
今
ま
で
の
ケ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
５
条
コ
メ
ン

タ
リ
ー
改
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

７
、
８
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
の
意
図
は
よ
か
っ
た
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
リ
ッ
プ

モ
リ
ス
の
ケ
ー
ス
か
ら
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
も
と
も
と
の
意
図
は
こ
の
分
野
に
よ

り
明
確
性
を
も
た
ら
そ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｅ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
と
き

に
存
在
し
て
ど
の
よ
う
な
と
き
に
存
在
し
な
い
の
か
を
、
も
っ
と
明
確
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
時
間
を
経
て
、
そ
の
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
余
計
明
確
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
最
終
的
に
ど
う
な
っ
た
か
と
言
え
ば
、
よ
り
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
そ
の
中
で
非
常
に
有
用
な
コ
メ
ン
ト
を
今
ま
で
出
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
が
、
少
な
く
と
も
今
ま
で
出
て
き
た
ド
ラ
フ
ト
で
は
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
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て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
か
の
説
明
も
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
か
ら
詳
細
を
申
し
あ
げ
ま
す
が
、

こ
こ
で
い
く
つ
か
の
問
題
の
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。

　

鍵
と
な
る
部
分
は
、
時
間
の
閾
値
が
下
げ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｅ
と
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
の
違
い
に
あ

り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
て
き
て
い
る
の
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

も
し
く
は
作
業
部
会
の
中
で
、
ま
っ
た
く
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
般
的
な
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
６
カ
月
ル
ー
ル
が

こ
れ
か
ら
も
適
用
さ
れ
る
の
で
す
が
、
も
う
一
方
で
例

を
見
る
と
、
時
間
の
閾
値
は
例
え
ば
、
４
週
間
で
閾
値

アンダーソン氏
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に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
ま
っ
た
く
格
差
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
ざ
と
回

避
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
あ
る
国
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
限
り
は
、
ど
ん
な
税

の
扱
い
を
受
け
る
か
の
確
実
性
が
ほ
し
い
の
で
、
４
週
間
に
な
る
の
か
、
６
カ
月
に
な
る
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
い
い
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
実
際
に
国
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
と
説
明

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
に
よ
っ
て
は
４
週
間
を
望
ん
で
い
る
、
ほ
か
の
国

で
は
６
カ
月
で
い
い
と
い
っ
て
い
る
の
な
ら
、
少
な
く
と
も
ど
の
国
が
い
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か

れ
ば
、
納
税
者
は
判
断
で
き
る
の
で
す
が
、
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
ベ
ー
ル
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
ま
っ
た
く
私
た
ち
に
は
わ
か
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

"at the disposal of"

（
当
該
場
所
が
当
該
企
業
の
自
由
に
な
る
）

青
山　

次
に
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
毎
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
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と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

図
表
８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
提
案

内
容
は
そ
れ
ほ
ど
い
い
中
身
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
あ
る

の
で
す
が
、
私
は
率
直
な
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の"at the disposal of"

、
Ｐ
Ｅ
の
存
否
に
関
す
る
期
間
要
件
、

下
請
け
企
業
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

"at the disposal of"

に
関
し
て
で
す
が
、
５
条
そ
の
も
の
に

入
っ
て
い
る
Ｐ
Ｅ
の
定
義
は
、
企
業
の
事
業
の
全
体
ま
た
は
一
部
が

行
わ
れ
る
、
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
と
い
う
定
義
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
、
当
該
場
所
が
当
該
企
業
の
自
由
に
な
る
か
ど
う
か
は
、

５
条
そ
の
も
の
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
入
っ
て
い

図表８ Outline
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る
概
念
で
す
。

　

こ
の"at the disposal of"

と
い
う
概
念
は
、
事
業
を

行
う
場
所
の
存
否
を
決
め
る
際
の
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い

ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
中
に
は
コ
メ
ン

タ
リ
ー
に
二
つ
の
新
し
い
設
例
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
使
っ
て
自
由
に
な
る
場
所
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
表
９
に
二
つ
の
設
例
を
示
し
ま
し
た
。
最
初
の
設
例
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
判
断
し
や
す
い
ケ
ー
ス
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
企
業
が
所
有
ま
た
は
賃
貸
を
し
て
い
る
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
あ
る
場
所
の
利
用
に
つ
い
て
企

業
に
排
他
的
な
法
的
使
用
権
が
あ
っ
て
、
そ
の
場
所
が
そ
の

図表９ “At the disposal of” ‒ Two examples
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企
業
自
身
の
事
業
活
動
を
行
う
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
場
所
に
つ
い
て
法

的
占
有
権
が
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
判
断
が
し
や
す
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

さ
て
二
つ
目
の
、
新
し
く
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
設
例
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
そ
の

企
業
に
別
の
企
業
が
所
有
す
る
特
定
の
場
所
、
ま
た
は
複
数
の
企
業
が
使
用
し
て
い
る
場
所
の
使

用
が
許
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
的
に
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
設
例
は
先
ほ
ど
の
設
例
よ
り
も
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
支
配
と
い
う
概

念
が
こ
の
中
で
は
十
分
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
施
設
、
場
所
に
対
す
る
一
定
の
支
配

が
な
け
れ
ば
自
由
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　

支
配
と
い
う
基
準
が
浸
食
さ
れ
る
、
つ
ま
り
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス

Ｐ
Ｅ
の
適
用
範
囲
が
広
が
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
、
私
は
懸
念
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
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は
、
支
配
す
る
場
所
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
多
く
の
独
立
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
Ｐ
Ｅ
の
み
な
し
認
定
を
受
け
て
し
ま
う
、
こ
れ
が
広

く
適
用
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
期
間
要
件
に
関
し
て
で
す
。
ど
の
よ
う
な
期
間
、
活
動

が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
Ｐ
Ｅ
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
恒
久
的
な
活
動
で
な
く
て
も
Ｐ
Ｅ
（P

erm
anent 

E
stablishm

ent

）
で
あ
り
得
る
と
い
う
の
は
、
言
葉
の
矛
盾
、

撞
着
で
す
。
恒
久
的
な
活
動
で
な
い
の
に
な
ぜ
、"P

erm
anent

（
恒
久
的
な
）"

と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
の
よ
う
な
場
合
か
と
い
え
ば
、
事
業
の
性
格
と
し
て
期
間
が

短
い
事
業
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
図
表
10
の
中
に
は
二
つ
新

し
い
設
例
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
目
の
設
例
はrecurrent

図表 10 Time requirement for the existence of a PE
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な
、
つ
ま
り
繰
り
返
さ
れ
る
事
業
活
動
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
北
極
海
で
掘
削
が
行
わ
れ

て
い
て
、
気
象
条
件
が
非
常
に
厳
し
く
て
長
期
間
操
業
で
き
な
い
、
短
期
間
の
操
業
を
繰
り
返
す

と
い
う
場
合
で
す
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｅ
は
遡
及
的
に
発
生
し
得
る
こ
と
を
こ
れ
は
意
味
し
て
い
ま
す
。

理
由
は
皆
さ
ん
、
お
わ
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
企
業
に
と
っ
て
こ
れ
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

困
難
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
２
、
３
年
活
動
が
中

断
し
た
ら
Ｐ
Ｅ
の
存
否
判
断
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
一
定
期

間
に
わ
た
っ
て
事
業
を
行
う
意
図
さ
え
あ
れ
ば
Ｐ
Ｅ
が
認
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
設
例
は
、
継
続
期
間
の
短
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
も
っ
ぱ
ら
一
つ
の
国
で
行
わ
れ
て
、

当
該
国
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
事
業
で
す
。
例
と
し
て
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
設
例
も
、
活
動
が
恒
久
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
る
状

況
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
設
例
で
は
明
確
性
が
改
善
さ
れ
る
と
は
私
ど
も
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
、
こ
の

recurrent activities

、
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
事
業
活
動
に
関
す
る
設
例
は
む
し
ろ
混
乱
を
招
く

と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
と
し
て
は
、区
別
す
る
の
が
難
し
い
言
葉
で
の
説
明
よ
り
も
、期
間
を
は
っ

き
り
決
め
て
し
ま
う
ほ
う
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
何
カ
月
と
い
う
期
間
は
提
案
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
企
業
の
側
か
ら
言
う
と
非
常
に
問
題
で
す
。
期
間
要
件
は
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
も
当

然
指
摘
さ
れ
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
が
、
期
間
要
件
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
確
実
性
の
ほ

う
が
明
ら
か
に
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
す
。

　

新
し
い
パ
ラ
グ
ラ
フ
10
・
１
は
、
も
し
下
請
け
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
行
っ
た
場
合
に
企
業
は

Ｐ
Ｅ
を
持
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
不
思
議
な
見
方
だ
と
思
い
ま
す
（
96
ペ
ー

ジ
図
表
11
参
照
）。

　

評
価
と
い
う
の
は
基
本
的
に
企
業
ご
と
に
す
る
べ
き
で
す
。
で
す
か
ら
、
企
業
の
事
業
と
下
請

け
の
事
業
を
区
別
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
こ
こ
で
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
じ
ビ
ジ
ネ
ス
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が
二
つ
以
上
の
企
業
に
と
っ
て
の
Ｐ
Ｅ
と
な
り
得
る
と
い
う
こ

と
で
、
企
業
に
実
質
的
な
権
限
が
あ
り
そ
の
敷
地
が
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
十
分
に
Ｐ
Ｅ
に
該
当
す
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
問
題
な
の
で
す
。
こ
の
権
限
を
行
使
し

て
そ
の
土
地
を
使
う
の
で
は
な
く
、
実
質
的
な
権
限
を
持
っ
て

い
れ
ば
Ｐ
Ｅ
に
該
当
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
で
す
。

　

図
表
12
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
19
は
建
設
現
場
に
関
す
る
も
の
で

す
。
元
請
け
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
を
下
請
け
に
出
し
た
場

合
、
下
請
け
が
そ
れ
に
費
や
し
た
時
間
は
元
請
け
の
使
用
し
た

時
間
で
あ
る
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
は
、

元
請
け
が
で
き
る
だ
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
12
カ
月
の
間
に

手
が
け
て
、
そ
の
後
で
最
後
に
下
請
け
に
出
す
こ
と
を
回
避
す

図表 11 All aspects of a contract is subcontracted （1）
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る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

ド
ラ
フ
ト
が
提
案
し
て
い
る
改
定
は
、
元
請
け
が
下
請
け
に

一
任
し
た
場
合
、
同
じ
考
え
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
元
請
け
が
現
場
に
物
理
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
持
た
な

く
て
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
元
請
け
が
現
場
に
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
持
た
な
い
場
合
に
は
、
第
５
条
の
よ
う
に
Ｐ
Ｅ
に
該
当
す

る
こ
と
が
見
に
く
い
わ
け
で
す
。
第
５
条
は
下
請
け
が
使
っ
た

時
間
だ
け
に
言
及
し
て
い
る
た
め
に
そ
う
な
る
の
で
す
が
、
そ

の
解
釈
を
変
え
、
事
業
活
動
自
体
も
配
分
さ
れ
る
と
解
釈
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
も
不
思
議
で
す
。
つ
ま
り
、
一
任
し
た
場
合
に
は
リ
ス

ク
が
な
い
。
問
題
が
生
じ
る
の
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
が
下

図表 12 All aspects of a contract is subcontracted （2）
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請
け
に
出
さ
れ
た
と
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
間

違
っ
た
軌
道
に
乗
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

パ
ラ
グ
ラ
フ
10
・
１
と
パ
ラ
グ
ラ
フ
19
の
下
請
け
に
関

す
る
提
案
は
企
業
に
と
っ
て
大
変
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い

ま
す
（
図
表
13
）。
建
築
現
場
な
ど
の
事
例
を
下
に
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
Ｐ
Ｅ
の
認
定
範

囲
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
企
業
に
と
っ
て
非

常
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
得
る
も
の
で
、
Ｐ
Ｅ
が
劇

的
に
増
加
し
て
し
ま
う
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。

　

現
在
の
こ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
10
で
す
が
、

独
立
し
た
下
請
け
が
独
自
の
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
元
請
け
の
Ｐ
Ｅ
と
な
る
こ
と
の
結
論
に
対
し
て
は
、

図表 13 All aspects of a contract is subcontracted （3）
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指
示
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
10
と
19
の
連
関
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
非
常

に
限
定
さ
れ
た
建
設
現
場
等
の
例
外
が
一
般
的
な
ル
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
で
す
。

　

現
在
、
５
条
に
関
す
る
改
定
は
明
確
化
の
み
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
強
く

そ
れ
に
反
対
し
ま
す
。
こ
れ
は
Ｐ
Ｅ
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
事
業
が
二
つ
以
上

の
企
業
の
Ｐ
Ｅ
に
該
当
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｅ
に
該
当
す
る
た
め
に
は
そ
の
敷
地
の
支

配
、
そ
し
て
、
実
際
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
要
件
と
す
べ
き
で
す
。
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ

フ
ト
は
そ
の
よ
う
な
基
本
的
な
基
準
か
ら
も
逸
脱
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
し
い
状
況
と
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

青
山　

モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
短
い
コ
メ
ン
ト
を
追
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
リ
ス　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
も
今
、
設
例
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
状
況

に
対
応
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｅ
を
非
常
に
幅
広
く
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
の
原
則
は
こ
れ
ま
で
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う
ま
く
機
能
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
製
造
業
な
ど
に
つ
い
て
は
50
年
の
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、

製
造
業
以
外
、
例
え
ば
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
な
ど
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
認
識

が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
例
え
ば
、
下
請
け
企
業
ま
で
広
げ
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
閾
値
を
下
げ
る
、
あ
る
い
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
に
対
応
す
る
や
り
方
と
し
て
は
少
な
く
と
も
二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
今
の
原
則

を
使
い
、
そ
れ
を
広
げ
た
り
縮
め
た
り
し
て
、
そ
れ
で
全
部
カ
バ
ー
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
れ
に
対
し
て
も
足
り
な
い
、
結
局
意
図
し
な
か
っ
た
も
の
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
し
ま
い
、

意
図
し
た
い
も
の
が
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
こ
の
原

則
が
う
ま
く
い
っ
て
い
た
が
、
世
界
が
変
わ
っ
た
、
無
形
資
産
も
そ
う
で
す
が
、
新
し
い
世
界
に

な
り
新
し
い
状
況
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ル
は
維
持
し
た
上
で
、
新
し
い
状
況
を
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分
析
し
て
新
し
い
ル
ー
ル
、
新
し
い
原
則
を
別
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
。
そ
の
ほ
う
が
私
は
い
い
と
思
い
ま
す
。
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
そ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を

取
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
状
況
が
あ
る
、
今
ま
で
う
ま
く
い
っ
て
い
た
ル
ー
ル
は
手
を
つ
け
な
い

で
お
こ
う
、
し
か
し
新
し
い
状
況
を
し
っ
か
り
分
析
し
て
そ
の
新
し
い
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
新
し
い
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
で
す
。
そ
う
し
た
や
り
方
の
ほ
う

が
賢
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
違
っ
て
こ
こ
で
は
、
古
い
原
則
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
古
い
原
則
で
な
ん
と
か
意
図
し
な

か
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
カ
バ
ー
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
連
モ
デ
ル
条
約
に
お
け
る
異
な
る
立
場

青
山　

今
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
の
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
対
す
る
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
コ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
国
連
モ
デ
ル
の
中
で
Ｐ
Ｅ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
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状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
私
か
ら
簡
単
に
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
自
身
、
国
連
の
税
専
門
家
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
中
で
経
験
し
た
こ
と
で
す
。
今
回
の

２
０
１
１
年
モ
デ
ル
条
約
改
定
の
中
で
は
、
条
約
の
中
の
他
の
条
項
や
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
多
く
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約
の
改
定
と
の
整
合
性
を
取
る
よ
う
に
改
定
さ
れ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
７

条
に
関
し
て
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ａ
Ｏ
Ａ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
、
旧
来
の
７
条
を
維
持
す
る

と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
Ａ
Ｏ
Ａ
の
採
択
に
よ
り
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
内
部
取
引
に
関

し
て
、途
上
国
企
業
は
通
常
払
い
手
側
と
な
る
た
め
、Ａ
Ｏ
Ａ
を
認
め
る
と
源
泉
地
国
の
課
税
ベ
ー

ス
が
縮
小
す
る
一
方
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
み
な
し
支
払
い
に
対
す
る
源
泉
徴
収
も

否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
５
条
に
つ
い
て
も
、
14
条
の
自
由
職
業
所
得
条
項
と
の
統
合
は
見
送
ら
れ
た
ほ
か
、
国
連

モ
デ
ル
の
従
来
の
独
自
性
、
す
な
わ
ち
建
設
Ｐ
Ｅ
の
短
縮
さ
れ
た
期
間
、
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
の
規
定
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や
、
引
き
渡
し
を
準
備
的
、
補
助
的
機
能
か
ら
除
外
す

る
等
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
14
条
を
７
条
に
統
合
し
た
い
と
考
え
る
締

約
国
の
存
在
に
も
配
慮
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
代

替
的
選
択
肢
が
５
条
３
項
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
追
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
従
来
の
自
由
職
業
所
得
の

１
８
３
日
ル
ー
ル
は
、
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
を
規
定
し
た
５

条
３
項
ｂ
の
後
に
、
同
ｃ
に
移
管
さ
れ
る
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
14
条
廃
止
に
対
す
る

反
対
意
見
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
連
の
税
の
専
門
家
委
員
会
で
は
今
後
、
租

一高委員
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税
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
人
的
役
務
の
提
供
に
関
す
る
諸
条
項
の
総
合
的
な
見
直
し
を
、
源
泉

地
国
課
税
権
が
合
理
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
の
観
点
か
ら
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
将

来
両
モ
デ
ル
間
の
乖
離
が
人
的
役
務
条
項
を
中
心
に
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

帰
属
主
義
（
Ａ
Ｏ
Ａ
）
の
国
内
法
化

青
山　

次
に
、
わ
が
国
が
現
在
、
国
内
法
の
面
で
、
７
条
、
５
条
の
改
定
を
反
映
し
た
ど
の
よ
う

な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
高
さ
ん
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
高　

Ａ
Ｏ
Ａ
を
国
内
法
化
す
る
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
論
点
が
出
て
く
る
か
等
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
現
行
の
制
度
で
す
が
、
図
表
14
の
よ
う
に
外
国
法
人
に
つ
い
て
は
、
国
内
源
泉
所
得
の
判

定
を
し
て
、
当
該
外
国
法
人
が
国
内
に
有
す
る
恒
久
的
施
設
（
Ｐ
Ｅ
）
の
種
類
、
あ
る
い
は
そ
の
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有
無
に
し
た
が
っ
て
、
総
合
し
て
課
税
さ
れ

る
所
得
の
範
囲
が
決
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
１

号
の
Ｐ
Ｅ
の
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
現
行
法
上
は
Ｐ
Ｅ
に
帰
属
し
な
い

け
れ
ど
も
総
合
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
除
外
す
る
よ
う
な
修
正
が

必
要
で
す
。

　

他
方
で
、
現
行
法
上
は
Ｐ
Ｅ
に
帰
属
す
る

け
れ
ど
も
、
国
外
源
泉
所
得
に
該
当
す
る
が

ゆ
え
に
総
合
し
て
課
税
さ
れ
な
い
部
分
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
施

行
令
１
７
６
条
５
項
で
一
定
の
対
応
を
し
て

図表 14 法人税法 138 条・141 条等（現行法）

 

― ― 

事業所得（1号）

資産運用保有所得（1号）

資産の譲渡による所得（1号）

その他政令所得（1号）

人的役務提供事業対価（2号）

不動産貸付等収益（3号）

利子等収益（4号）

配当等収益（5号）

貸付金利子等収益（6号）

使用料・無形資産譲渡益（7号）

広告宣伝賞金（8号）

生命年金等（9号）

所定金融商品に係る利益等
（所得税174条3～8号）（10号）

匿名組合契約の利益（11号）

資産譲渡益は
一部のみ 不動産等

1 号 ＰＥ 源泉徴収4 号（PEなし）2 号 /3 号 PE
国 内 源 泉 所 得

（ 法 人 税 1 3 8 条 ）
PE事業
帰　 属

同帰属
な　し
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い
て
、
実
質
的
に
国
外
所
得
免
除
方
式
を
採
る
よ
う
な
形

で
、
支
店
等
の
Ｐ
Ｅ
に
限
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
（
図
表

15
）。

　

今
日
す
で
に
モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

Ａ
Ｏ
Ａ
の
要
点
を
示
し
ま
す
（
図
表
16
）。
基
本
的
に
Ｐ

Ｅ
の
利
得
の
帰
属
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
特
徴
と
し
て
は
内
部
取
引
を
積
極
的
に

認
識
し
、
移
転
価
格
算
定
方
法
を
類
推
適
用
し
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
こ
で
費
用
の
配
賦
の
み
な
ら
ず
、
利
得
も

オ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｅ
の

利
得
の
帰
属
に
当
た
っ
て
は
、「
重
要
な
人
的
機
能
（
Ｓ

Ｐ
Ｆ
）」
を
発
見
し
、
こ
れ
が
当
該
Ｐ
Ｅ
に
帰
す
べ
き
資

図表 15 法人税法施行令 176 条 5 項

 

本店

支店ＰＥ 日本 

Ⅹ国 Ｙ国 

国外所得免除 or 
外国税額控除

融資、株式取得、
無形資産使用許諾等

・Y国で非課税なら国内源泉事業所得
・Y国で課税されれば国内源泉事業所得
　としない（国外所得免除と同様の帰結）

利子
配当
使用料等
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産
の
範
囲
や
リ
ス
ク
あ
る
い
は
無
償
資
本
の
帰
属
先
を
決
め
る

重
要
な
概
念
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
の
適
用

を
可
能
に
す
る
具
体
的
な
指
針
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
十
分
に

説
明
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
Ａ
Ｏ
Ａ
で
は
、
例
え
ば
、
課
税
標
準
の
具
体
的
な

計
算
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
国
内
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
し
、
課
税
時
期
に
つ
い
て
も
国
内
法
マ
タ
ー
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
不
一
致
が
２
国
間
に

生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
二
重
課
税
が
生
じ
て
も
、
７
条
３
項
で

対
応
的
調
整
の
対
象
と
な
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
国
内
法
を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
か
が
重
要
な
意
味
を
持

ち
ま
す
。

図表 16 AOAの要点

•重要な人的機能（以下、SPF）の遂行
－経済的所有権、リスク、無償資本の帰属先（つまり利得の実質的な
　帰属先）を決める鍵概念
－その具体的内容については必ずしも明確でない

•内部取引の認識基準
－文書化された潜在的内部取引が、「真実のかつ識別可能な事象（real 
　and identifiable event）に関連している」かどうか（例えば、棚卸資
　産の物理的移転、役務の提供、無形資産の使用、資本資産の使用の
　場所の変動、金融資産の移転等）
－当該内部取引の「重要性」も考慮されるように読める
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次
は
ラ
フ
な
も
の
で
す
が
、
現
行
法
の
修

正
を
最
小
限
に
す
る
べ
く
、
帰
属
主
義
を
国

内
法
化
す
る
と
し
た
ら
こ
う
し
た
形
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
す

で
に
２
０
１
１
年
度
の
当
研
究
会
の
中
間
報

告
書
で
お
示
し
し
て
い
る
も
の
で
す
（
図
表

17
）。
特
に
１
号
の
事
業
所
得
の
と
こ
ろ
に

現
行
の
施
行
令
１
７
６
条
５
項
の
よ
う
な
も

の
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

図表 17 法人税法 138 条・141 条等改正素案

事業所得（1号）

資産運用保有所得（1号）

資産の譲渡による所得（1号）

その他政令所得（1号）

人的役務提供事業（2号）

不動産貸付等収益（3号）

利子等収益（4号）

配当等収益（5号）

貸付金利子等収益（6号）

使用料・無形資産譲渡益（7号）

広告宣伝賞金（8号）

生命年金等（9号）

所定金融商品に係る利益等
（所得税174条3～8号）（10号）

匿名組合契約の利益（11号）

国内源泉所得（法人税138条） PE事業帰属 同帰属なし

1 号 / 2 号 / 3 号 P E 4号（PEなし） 源 泉 徴 収

  ― ―

資産譲渡益は
　一部のみ 

 
不動産等 
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取
引
を
例
に
具
体
的
な
論
点
を
整
理
す
る

一
高　

で
は
、
取
引
を
ベ
ー
ス
に
具
体
的
な
論
点
を
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
図
表
18
で
は
課
税
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
日
本
で
製
造
し
海
外
で
販
売
す
る

の
を
、
上
の
図
は
、
外
国
法
人
Ａ
が
行
い
、
下
で
は
日
本
法

人
が
行
っ
て
い
ま
す
。
上
の
例
で
は
、
日
本
の
工
場
が
外
国

に
製
品
を
移
転
す
る
際
に
１
１
５
と
い
う
対
価
を
受
け
取
っ

た
と
き
、
Ａ
Ｏ
Ａ
の
一
つ
の
利
点
は
、
法
人
の
他
の
部
分
の

損
益
を
考
慮
せ
ず
に
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
の
で
、
01
年
度
の
出
荷
時
に
こ
の
工
場
に
課
税
す
る
こ

と
は
正
当
化
で
き
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
下
の
内
国
法
人
の
場
合
は
、
全
世
界
所
得
課
税

図表 18 国内製造・海外販売

日本 Ⅹ国

工場ＰＥ  外国法人A
本店  

製品 
経済的所有権 

115  

製造原価100 売上120 

販売支店 内国法人B
工場 

115  

製造原価100 売上120 

 

 

15に01年度課税

15+5に02年度課税
（5は02年度に外国税額控除）

（01年度）

製品
経済的所有権
（01年度）

（01年度）（01年度）

（02年度）

（02年度）
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が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
Ａ
Ｏ
Ａ
は
基
本
的
に
Ｘ
国
の
販
売
支
店
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
日
本
で
は

外
税
控
除
と
の
関
わ
り
で
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
全
世
界
所
得
課
税
を
採
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
基
本
的
に
は
こ
の
02
年
度
の
Ｘ
国
の
支
店
の
販
売
時
に
国
外
所
得
金
額
の
計
算
上
内
部

対
価
を
認
識
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
課
税
時
期
が
外
国

法
人
に
つ
い
て
早
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
形
式
論
理
的
に
は
Ｐ
Ｅ
無
差
別
の
原
則
と
の
抵
触
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
24
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
い
て
も
、
７
条
２
項
に
し
た
が
っ
て
課
税
を
す
る

た
め
に
、
実
際
上
の
理
由
か
ら
課
税
方
法
を
変
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
問
題
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
国
外
向
け
の
役
務
（
図
表
19
）
で
す
。
こ
ち
ら
に
お
い
て
は
外
部
的
な
実
現
ま
で
の
繋

が
り
が
想
定
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
先
ほ
ど
の
製
品
の
製
造
・
販
売
と
は
違
う
状
況
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
上
の
外
国
法
人
Ａ
の
場
合
の
日
本
支
店
が
Ｘ
国
本
店
に
対
し
て
役
務
を
提
供
す
る

場
合
に
、
直
ち
に
支
店
の
所
得
を
認
識
す
る
こ
と
に
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。



111 パネルディスカッション 1

　

議
論
と
し
て
は
、
内
国
法
人
の
場
合
に
そ
の
よ
う
な
即
時

の
認
識
が
肯
定
で
き
る
の
か
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
ま
す
が
、

外
部
実
現
と
の
繋
が
り
が
想
定
し
に
く
く
、
基
本
的
に
は
互

い
に
取
引
が
あ
っ
た
と
き
に
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
を
上
げ
て
全

世
界
所
得
ベ
ー
ス
で
は
影
響
が
出
て
こ
な
い
形
に
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
外
税
控
除

の
問
題
で
あ
り
、
Ｘ
国
で
要
求
さ
れ
る
合
理
的
な
処
理
に
柔

軟
に
対
応
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
問
題
は
１
１
５
の

内
部
対
価
で
あ
り
、
役
務
原
価
１
０
０
が
あ
る
と
こ
ろ
に
15

の
利
得
を
乗
せ
る
こ
と
が
正
当
化
で
き
る
か
ど
う
か
、
こ
こ

が
大
き
な
論
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

図
表
20
（
112
ペ
ー
ジ
）
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
参
考
に
な
る

図表 19 国外向け役務

日本 Ⅹ国

115に01年度課税

115を01年度認識

（01年度）
（02年度）

 
 

支店ＰＥ  
 

役務
（01年度）

役務 

115
 

（外部収益120）

（02年度）
（外部収益120）支店 内国法人B 

本店 

115 

 

（役務原価100）

（役務原価100）

 

 

外国法人A
本店

（01年度）（01年度）
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の
が
い
わ
ゆ
る
内
部
財
務
取
引
、
本
支
店
間
の
融
資
に
係
る

Ａ
Ｏ
Ａ
の
説
明
で
す
。
Ｘ
国
の
法
人
Ｂ
の
本
店
が
、
日
本
の

支
店
に
貸
し
付
け
を
し
た
と
き
に
、
単
純
な
内
部
利
子
へ
の

費
用
の
振
り
替
え
、
割
り
当
て
に
加
え
て
仮
に
20
の
利
得
を

乗
せ
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
Ｘ
国
の

本
店
が
重
要
な
人
的
機
能
を
提
供
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
他
の
役
務
提
供
に

つ
い
て
も
か
な
り
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
図
表
21
、
無
償
資
本
の
配
賦
に
関
す
る
論
点
で
す
。

こ
れ
は
Ｐ
Ｅ
の
控
除
可
能
利
子
を
制
限
す
べ
く
効
い
て
く
る

も
の
で
、
Ａ
Ｏ
Ａ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
い
く
つ
か
の
割
り
当
て

方
法
が
出
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
資
産
の
割
り
当
て
が

図表 20 内部財務取引

Ⅹ国

支店ＰＥ
 

日本

  

 SPF 

Ｙ国

貸主 

 

 

X国法人B
本店

SPFがなければ20の
利得付加はなし

内部利子120
（100＋20）

内部財務取引内部財務取引 融資

利子100
内部利子120
（100＋20）

融資

利子100
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Ａ
Ｏ
Ａ
に
お
い
て
は
重
要
な
人
的
機
能
に
基
づ
き
リ
ス
ク
を
反

映
す
る
形
で
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
資
産
の
割
り
当
て

を
基
準
に
し
な
が
ら
、
負
債
も
そ
の
よ
う
に
割
り
当
て
ら
れ
る

以
上
、
無
償
資
本
に
つ
い
て
も
資
産
ベ
ー
ス
で
割
り
当
て
る
こ

と
を
基
本
に
し
た
ル
ー
ル
に
す
れ
ば
十
分
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

続
い
て
図
表
22（
114
ペ
ー
ジ
）で
す
。
難
し
い
問
題
の
一
つ
が
、

Ｘ
国
の
会
社
の
日
本
支
店
が
Ｙ
国
向
け
に
活
動
を
行
っ
た
と
き

に
、
Ｙ
国
で
課
さ
れ
る
税
と
の
調
整
を
ど
う
す
る
か
で
す
。
Ｐ

Ｅ
に
帰
属
す
る
所
得
を
国
内
源
泉
事
業
所
得
と
し
て
構
成
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
Ｙ
国
で
課
税
さ
れ
る
所
得
は
第
一
次
的
に
は
国

外
源
泉
所
得
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
Ｙ
国
で
課
さ
れ
た
税
金

図表 21 無償資本配賦

資産

負債

無償資本

PE

SPF
（リスクも反映） 

経済的所有  

（移転）

資産ベース等
（控除可能利子）

資産ベース等
（控除不能利子）



114

は
外
税
控
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
こ
で
、
当
該
日
本
支
店
が
内
国
法
人
で
あ
れ
ば

控
除
可
能
な
外
国
税
額
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
控
除
の
対

象
に
し
て
い
く
と
い
う
方
向
が
目
標
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
れ
を
国
内
法
で
や
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と

も
Ｘ
国
と
日
本
と
の
条
約
ベ
ー
ス
で
や
る
べ
き
な
の
か
が

問
わ
れ
ま
す
。
特
に
こ
う
し
た
課
税
の
重
複
が
起
こ
り
得

る
場
合
と
し
て
は
、
支
店
Ｐ
Ｅ
が
Ｙ
国
向
け
に
投
資
活
動

を
行
い
、
投
資
収
益
を
上
げ
た
段
階
で
Ｙ
国
で
の
源
泉
税

が
か
か
る
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
私
見
で
は
、
基
本
的

に
は
二
重
課
税
の
調
整
は
Ｘ
国
の
国
内
法
、あ
る
い
は
Ｘ
・

Ｙ
国
の
条
約
に
委
ね
て
お
い
て
、
た
だ
、
Ｘ
国
と
日
本
と

図表 22 外税控除か免除か？

事業収益
投資収益 事業活動

投資活動
本店

支店ＰＥ日本

Ⅹ国 Ｙ国

PE帰属
国内源泉事業所得
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の
条
約
に
お
い
て
、
Ｙ
国
が
Ｘ
国
と
の
条
約
上
源
泉
徴
収
可

能
な
税
額
に
つ
い
て
の
み
、
し
か
も
日
本
の
内
国
法
人
で
あ

れ
ば
外
税
控
除
が
受
け
ら
れ
る
範
囲
に
限
っ
て
、
条
約
上
の

手
当
と
し
て
外
税
控
除
を
許
容
す
る
こ
と
が
一
つ
の
や
り
方

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
24
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
対
応
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
の
論
点
、
図
表
23
で
す
。
現
行
法
か
ら
帰
属
主
義
に

転
換
し
い
わ
ゆ
る
吸
引
力
原
則
を
廃
し
た
場
合
に
出
て
く
る

一
つ
の
懸
念
と
し
て
、
租
税
回
避
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
、

す
な
わ
ち
支
店
Ｐ
Ｅ
が
顧
客
Ｂ
に
対
す
る
販
売
に
も
か
な
り

の
程
度
関
与
し
な
が
ら
、
最
終
的
な
販
売
だ
け
本
店
に
持
た

図表 23 吸引力・譲渡地・租税回避

Ⅹ国

支店ＰＥ 

本店 

売上110 

商品 
商品 

売上120

売上120
仕入100 顧客(B)

顧客(A)

譲渡地
国内源泉所得に係る所得（20＋20）に対して法人税課税（現行法）

2/3号PEでも同じ
ただし、利子等については帰属主義
2/3号PEでも同じ
ただし、利子等については帰属主義
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せ
る
と
い
う
形
で
の
課
税
逃
れ
が
起
こ
り
う
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に

対
抗
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
一
つ
論
点
に
な
り
え
ま
す
。
た
だ
、
部
分
的
な
吸
引
力
原
則
を
残
す

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
当
該
棚
卸

資
産
に
対
す
る
経
済
的
所
有
権
が
当
該
支
店
Ｐ
Ｅ
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
が
多
か
ろ
う
と
思

う
か
ら
で
す
。
Ａ
Ｏ
Ａ
の
下
で
も
こ
う
し
て
対
処
で
き
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｏ
Ａ
の
単
一
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
設
定
が
望
ま
れ
る

青
山　

今
の
わ
が
国
の
税
制
改
正
は
ま
さ
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
投
資
に
対
す
る
Ｐ
Ｅ
課
税
の
問
題
、

先
ほ
ど
来
議
論
し
て
い
た
の
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
投
資
に
対
す
る
Ｐ
Ｅ
課
税
の
問
題
と
、
両
面

を
見
て
き
ま
し
た
。
今
の
わ
が
国
の
議
論
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
立
場
か
ら
パ
ー
ネ
ル
さ
ん
、

何
か
コ
メ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
。
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パ
ー
ネ
ル　

非
常
に
網
羅
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
コ
メ
ン
ト
を
す

る
の
は
大
変
で
す
が
、こ
う
し
た
分
析
作
業
を
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
も
２
０
１
２
年
10
月
に
ペ
ー
パ
ー
を
出
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

と
し
て
も
Ａ
Ｏ
Ａ
の
ル
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
税
制
、
状
況
と
の
絡
み
で
調
査
を
し
て
い
ま

す
し
、
税
制
・
財
政
委
員
会
がA

ssistant S
ecretary

に
対
し
て
２
０
１
３
年
４
月
30
日
ま
で

に
レ
ポ
ー
ト
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ど
う

な
る
か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
国
に
と
っ
て
こ
れ
は
一
つ
の
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
て
、
単
一
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
設
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
経

済
界
と
し
て
の
要
望
で
す
。
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今
後
の
事
業
所
得
課
税
を
巡
る
課
題

青
山　

そ
れ
で
は
、
最
後
の
テ
ー
マ
に
入
り
ま
す
。
モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
か
ら
国
連
を
は
じ

め
と
し
た
ほ
か
の
国
際
機
関
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
取
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

モ
リ
ス　

先
ほ
ど
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
連
の
も
の
は
Ａ
Ｏ
Ａ
と
は
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

か
な
り
意
見
の
分
裂
が
あ
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
か
な
り
の
留
保
が
あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

メ
ン
バ
ー
の
１
、
２
カ
国
も
留
保
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
国
連
に
は
リ
ー
チ
ア
ウ
ト

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
の

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
組
織
な
ど
、
例

え
ば
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
モ
ス
ク
ワ
で
５
月
に
会
議
を
開
き
ま
す
か
ら
、
そ
こ
で
も
ロ
シ
ア
に
リ
ー
チ
ア

ウ
ト
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
中
国
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
当
局
と
も
、
岡
田
さ
ん
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
話
を
し
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｅ
が
常
に
こ
の
議
論
の
中
心
に
あ
る
の
で
、
中
国
当
局
と
の
話
で
も
Ｐ
Ｅ
の
問
題
が
中

心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
、
イ
ン
ド
の
税
務
当
局
と
の
話
も
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
国
際
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
11
月
に
も
開
か
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
こ
で
も
話
を
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
10
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
Ｃ
Ｎ
Ｉ
（
全
国
産
業
連
盟
）
と
の
会
議
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
団
連
に
相
当
す
る
組
織
で
す
。
そ
こ
で
の
会
議
に
お
い
て
、
民
間
部

門
と
の
議
論
の
日
も
１
日
あ
り
、
ま
た
政
府
と
の
話
の
機
会
も
１
日
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｅ
も
そ

こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
か
な
り
私
た
ち
も
関
与
し
て
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
と
話
を
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

青
山　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
、
何
か
追
加
的
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。
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ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

非
常
に
重
要
だ
と
思
う
の
は
、
２
カ
国
の
取
り
決
め
に
関
与
し
、
こ
れ
と
Ｂ
Ｉ

Ａ
Ｃ
や
Ｉ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
国
際
的
な
組
織
の
作
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
２
０

０
９
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
連
盟
で
、
２
０
０
０
万
の
企
業
を
代
表
す
るB

U
S

S
IN

E
S

S
 

E
U

R
O

P
E

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
意
見
交
換
を
始
め
ま
し
た
。
Ｅ
Ｕ
・
ブ
ラ
ジ
ル
投
資
税
評
議
会
を

設
置
し
、
年
間
２
回
会
合
を
し
て
い
ま
す
。
評
議
会
の
議
長
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｃ
Ｎ
Ｉ
の
ヘ
ッ
ド
で

す
。
副
委
員
長
も
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
組
織
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
やB

U
S

IN
E

S
S

 E
U

R
O

P
E

の
よ
う
な
組
織
の
ほ
う
が
、

当
局
よ
り
も
い
い
対
話
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
経
団
連
や
別
の
産
業
組
織
と
協
力
を
し
て
、
あ
る

国
の
当
局
と
対
話
を
始
め
る
、
そ
の
う
え
で
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
や
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
の
作
業
と
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
向
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
説
得
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
産
業
組
織
も
、
国
家
、
国
際
組
織
と
連
携
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
国
際
的
な
組
織

青
山　

Ｐ
Ｅ
課
税
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
課
税
問
題
に
つ
い
て
新
興
国
等
と
の
対
話
に
向
け
た
Ｂ

Ｉ
Ａ
Ｃ
の
今
後
の
具
体
的
戦
略
は
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
い
よ
い
よ
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
リ

マ
ー
ク
を
モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
か
ら
見
てB

IA
C

 Japan

に
対
す
る
期

待
等
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

モ
リ
ス　

私
の
皆
様
に
対
す
る
期
待
と
し
て
は
、
積
極
的
に
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
全
世
界
的
な
組
織
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
、
西
欧
だ
け

の
組
織
だ
と
見
ら
れ
て
は
困
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
皆
様
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
皆
様
方
の
活
動
し
て
い
る
地
域
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
ほ
か
の
国
の
企
業
と

違
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
異
な
る
体
験
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
私
ど
も
の
組
織
は
よ
り
効
果
的
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
Ｐ
Ｅ
、
無
形
資
産
な
ど
を
巡
る
議
論
で
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
よ
り
深
く
関
与
し
て
い
た
だ
け
れ
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ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
お
話
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
再
度
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

青
山　

こ
れ
で
第
１
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
議
題
は
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
、
貴
重
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
２
部　

無
形
資
産
に
係
る
移
転
価
格
課
税
を
巡
る
諸
問
題

【
モ
デ
レ
ー
タ
】

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
委
員
長

キ
ヤ
ノ
ン
財
務
経
理
統
括
セ
ン
タ
ー
税
務
担
当
部
長

ト
ヨ
タ
自
動
車
経
理
部
国
際
税
務
・
株
式
担
当
主
査

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
政
策
・
税
務
行
政
セ
ン
タ
ー

移
転
価
格
部
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

税
理
士
法
人
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス

顧
問
／
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
税
制
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

ク
リ
ス
タ
ー・ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

安
井　

欧
貴

菖
蒲　

静
夫

槇 　

 

祐
治

岡
田　

至
康
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岡
田　

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
無
形
資
産
に
係
る
移
転
価
格
を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
安
井
さ
ん
か
ら
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
移
転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
６
章
の
改

定
討
議
草
案
の
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
で
企
業
側
と
し
て
は
国
際
競
争

力
の
維
持
あ
る
い
は
強
化
の
た
め
に
、
企
業
の
機
能
の
再
編
、
あ
る
い
は
国
外
移
転
等
を
考
え
る

動
き
が
今
、
か
な
り
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
な
か
に
は
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
実

効
税
率
引
き
下
げ
を
図
る
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
産
業
界
、
税
務
当
局
と
も
に
こ
の
よ
う
な
動

き
に
対
し
て
無
形
資
産
の
移
転
価
格
上
の
扱
い
に
つ
い
て
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
先
ほ
ど
の
安
井
さ
ん
か
ら
の
基
調
講
演
も
踏
ま
え
て
、
世
界
の
産
業
界
を
代
表
し
て
、

モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
、
無
形
資
産
に
係
る
移
転
価
格
を
巡
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
問
題
を
お
話
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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無
形
資
産
に
係
る
移
転
価
格
ル
ー
ル
に
つ
い
て

モ
リ
ス　

現
在
の
無
形
資
産
の
状
況
で
す
が
、
い
く
つ

か
の
明
白
で
な
い
領
域
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
と
の
関
連

で
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
無
形
資
産
に
関
し
て
は
、
さ

ら
に
妥
当
し
ま
す
。
そ
の
商
業
化
、
国
際
化
は
ル
ー
ル

が
追
い
つ
か
な
い
程
度
に
進
展
し
た
か
ら
で
す
。
ア
メ

リ
カ
や
日
本
に
お
い
て
は
、
多
く
の
企
業
が
本
国
に
無

形
資
産
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
安
心
で
き
る
か
ら

で
す
。
特
に
デ
ジ
タ
ル
会
社
な
ど
は
、
ま
っ
た
く
異
な

る
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
際
ル
ー
ル
は

そ
の
よ
う
な
も
の
に
対
応
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
懸
念
が
出
て
き
て

岡田顧問
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い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
政
治
的
な
懸
念
も
現
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
、
よ
り
大
き
な
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
会
社
に
つ
い
て
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
解
が

十
分
で
な
い
と
、
な
ぜ
そ
の
法
律
が
今
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
積
極
的
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
関
与
し
て
、
税
制
・
財
政

問
題
の
会
合
に
お
い
て
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
お
い
て
法
律
の
改
正
が
必
要
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き

だ
と
提
言
し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
新
た
な
原
則
を
導
入
し
て
、
新
た
な
領
域
に
対
応
す
る

必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
取
引
の
実
態
と
課
税
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
で
す
。
今
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
資
金
拠
出
を
し
て
い
る
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。
無
形
資
産
の
所
有
権
は
資
金
供
与
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
か
と
い
う
問
題
、
法

的
に
は
そ
の
答
え
は
イ
エ
ス
で
す
が
、
実
態
と
課
税
が
乖
離
し
て
し
ま
っ
た
側
面
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
て
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
は
、
早
期
に
ド
ラ
フ
ト
を
出
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し
て
い
た
だ
い
て
、
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
企
業
は

そ
れ
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基

づ
く
ド
ラ
フ
ト
で
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ド
ラ
フ
ト
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
は
非
常
に
多
い
の
で
す
が
、

そ
れ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、

Ｐ
Ｅ
の
プ
ロ
セ
ス
と
は
少
し
違
い
、
オ
ー
プ
ン
な
検
討
プ

ロ
セ
ス
で
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
ど
も
が
早
期
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
や
り
取
り
で
き

る
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
も
重
要
な
影
響
を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
及
ぼ
し
ま
す
。
既
存
の
法
律
は
租
税
回
避
に
つ
な

が
る
か
ら
法
律
を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
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そ
れ
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
新
し
い
状
況
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
解
釈
を
広

げ
て
し
ま
う
方
法
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
一
歩
下
が
っ
て
問
題
を
分
析
し
て
、
現
在
の
ル
ー
ル
は

あ
る
一
定
の
状
況
に
関
し
て
は
う
ま
く
適
応
で
き
る
け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
状
況
に
関
し
て
は
適
応

で
き
な
い
か
ら
、
既
存
の
も
の
に
プ
ラ
ス
し
て
新
た
な
原
則
を
導
入
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。
今

の
も
の
を
広
げ
て
無
理
や
り
当
て
は
め
る
よ
り
は
、
新
し
い
も
の
を
追
加
的
に
つ
く
る
と
い
う
考

え
で
す
。

　

現
在
の
法
律
は
、
コ
ス
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
無
形
資
産
は
ど
こ
に
で
も
置
く
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
こ
れ
は
確
か
に
古
い
。
状
況
は
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
般
に
関
与
し
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
が
、
戦
略
的
な
目
的
は
新
し
い
安
定
し
た
制
度

を
つ
く
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
計
画
し
た
り
、
海
外
に
拡
張
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
形
に
す
る
。
そ
し
て
、
シ

ス
テ
ム
、
制
度
を
つ
く
っ
て
、
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
、
こ
れ
か
ら
10
年
、
15
年
の
変
化
を
取
り
入
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れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。つ
ま
り
、今
の
よ
う
な
不
確
実
要
因
を
な
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

企
業
に
お
け
る
税
の
実
務
か
ら
見
た
問
題
点

岡
田　

ま
ず
、
基
本
的
に
重
要
な
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
日
本

企
業
の
立
場
か
ら
、
菖
蒲
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

菖
蒲　

私
は
企
業
に
お
け
る
税
の
実
務
家
の
立
場
か
ら
と
同
時
に
、
こ
の
問
題
は
企
業
の
経
営
者
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
Ｃ
Ｆ
Ｏ
も
大
変
強
く
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し

た
経
営
の
視
点
か
ら
も
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
第
６
章
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
は
60
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
変
な
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
労
作
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
は
本
当
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
に
お
い

て
は
無
形
資
産
を
移
転
価
格
税
制
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
の

ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
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そ
の
う
え
で
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
ま
ず
賛
同
し

た
い
こ
と
は
、
先
ほ
ど
の
質
疑
応
答
の
二
つ
目
の
質
問

で
も
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ー

ビ
ン
グ
（
地
理
的
要
因
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
）
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
と
い
う
環
境
に
関
わ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

ド
ラ
フ
ト
で
は
明
確
に
無
形
資
産
の
定
義
か
ら
外
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
フ
ァ
イ
ナ
ラ
イ
ズ
す
る
と
き
も
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
（
立
地
に

よ
る
特
殊
な
優
位
）
と
い
う
も
の
は
無
形
資
産
の
範
囲

に
は
入
れ
な
い
よ
う
に
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

菖蒲委員
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す
。
さ
ら
に
は
集
合
労
働
力
（
ア
セ
ン
ブ
ル
ド
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス
）
も
無
形
資
産
そ
の
も
の
で
は

な
く
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
同
様
、
比

較
可
能
性
に
お
け
る
検
証
の
材
料
の
一
つ
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
記
し
た
の
は
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
方
、
非
常
に
難
し
い
面
も
あ
り
ま
し
て
、
無
形
資
産
の
例
示
が
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
特
許
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
企
業
秘
密
、
ブ
ラ
ン
ド
、
商
標
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
あ
り
、
無
形
資

産
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
例
示
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
と
い
う
局
面
に
お
い
て
は
、
特
許
で
い
く
ら
、
ノ
ウ
ハ
ウ
で
い
く
ら
と
い
う
こ
と
で
個
別

に
評
価
す
る
こ
と
は
実
務
的
に
は
不
可
能
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
安
井
さ
ん
の
ブ

ロ
ー
ド
ア
プ
ロ
ー
チ
は
当
た
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

無
形
資
産
に
は
、
大
き
く
分
け
て
２
種
類
あ
る
と
思
い
ま
す
。
生
産
に
関
わ
る
特
許
や
ノ
ウ
ハ

ウ
に
関
わ
る
よ
う
な
技
術
上
の
無
形
資
産
と
、
ブ
ラ
ン
ド
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
無
形
資
産
で
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は
少
し
性
質
が
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
生
産

に
関
わ
る
技
術
上
の
無
形
資
産
と
、
ブ
ラ
ン
ド
や
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
は
区
分
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
評
価
を
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
か
と
い
う
難
問
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
国

で
は
単
年
度
主
義
で
、
毎
年
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
無
形
資
産
、
と
り
わ
け
技
術
に
関

わ
る
無
形
資
産
は
、
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
複
数
年
度
通
算
で
評
価
し
な
い
と
、

非
常
に
上
が
り
下
が
り
が
激
し
く
て
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

現
に
過
去
に
お
い
て
は
伝
統
的
な
税
務
の
理
解
と
し
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
・
レ
ー
ト
は
一
度
決

め
た
ら
そ
う
簡
単
に
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
げ
下
げ
を
頻
繁
に
行
う

こ
と
は
ま
さ
に
利
益
操
作
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

す
か
ら
。
所
得
相
応
性
原
則
、
要
は
無
形
資
産
の
価
値
に
見
合
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
設
定
す
べ

き
と
い
う
考
え
方
は
正
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
毎
年
、
し
か
も
実
績
を
見
て
、
事
後
的
に
ロ
イ
ヤ
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ル
テ
ィ
料
率
を
逆
算
で
決
め
る
よ
う
な
や
り
方
は
、
実
務
や
企
業
経
営
の
観
点
か
ら
は
よ
く
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
無
形
資
産
の
価
値
に
対
す
る
言
及
の
中
で
、
通
常
は
プ
ラ
ス
だ
が
、
リ
タ
ー
ン
が
マ
イ

ナ
ス
の
場
合
も
あ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
賛
同
し
か
ね
ま
す
。

企
業
の
営
業
利
益
が
、
時
と
し
て
赤
字
に
転
落
す
る
こ
と
は
確
か
に
事
実
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
赤
字
の
原
因
は
無
形
資
産
の
価
値
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
企
業
経
営
は
い
ろ
い
ろ
な
要
因
で
、
例
え
ば
、
為
替
変
動
、
経
営
意
思
決
定
の
誤
り
、
あ
る

い
は
経
済
環
境
の
需
要
と
供
給
の
ア
ン
マ
ッ
チ
等
で
損
失
が
出
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

無
形
資
産
の
価
値
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
私
は
申
し
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
、
フ
ァ
イ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
く
過
程
の
中
で
は
、
税
務
と
い
う
あ
る
種
特
殊
な
専
門
的

な
領
域
の
世
界
で
片
づ
け
る
の
で
は
な
く
て
、
企
業
実
務
へ
の
適
応
、
あ
る
い
は
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
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メ
ン
ト
も
理
解
が
で
き
、
機
能
し
得
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
と
ま
と
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

ぜ
ひ
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

岡
田　

今
、
企
業
側
と
し
て
の
具
体
的
な
問
題
点
を
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

技
術
上
の
無
形
資
産
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
無
形
資
産
の
区
別
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
際
的
な
も
の
と
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
向
も
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
点
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
実
際
に
討
議
草
案
の
検
討
過
程
に
関
わ
っ
て
い
た
安
井
さ
ん
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
お
立
場
上
、
い
い
に
く
い
点
も
あ
り
ま
す
し
、
先
ほ
ど
お
聞
き
し
て
い
る
点
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
配
慮
し
た
点
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安
井　

作
業
部
会
と
し
て
、
あ
る
い
は
事
務
局
と
し
て
、
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
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を
起
草
す
る
と
き
に
配
慮
し
た
点
、
ま
た
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
ど
の
よ
う
に
書
く
か

迷
っ
た
点
を
、
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
手
短
に
お
話
し
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
で
き
る
だ
け
早
く
結
論

と
し
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
公
表
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
認
識
を
強
く
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
０
１
０
年
に
改
訂
版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
ま
し
た

が
、
第
１
章
か
ら
第
３
章
の
改
定
、
第
９
章
の
追
加
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
５
、
６
年
の
時
間

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
時
間
が
か
か
る
一
つ
の
理
由
は
、
第
６
作
業
部
会
は
コ
ン
セ

ン
サ
ス
に
基
づ
い
て
意
思
決
定
を
し
て
い
る
た
め
、
移
転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

つ
い
て
も
、
全
メ
ン
バ
ー
が
合
意
で
き
る
も
の
に
な
る
ま
で
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
、
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
付
す
こ
と

が
で
き
る
モ
デ
ル
条
約
を
扱
う
第
１
作
業
部
会
と
異
な
る
点
で
す
。
た
だ
、
こ
の
無
形
資
産
プ
ロ
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ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
時
間
的
余
裕
は
な
い
と
い
う
認
識
が
当
初
か
ら
あ
り
、
で
き

る
だ
け
早
く
検
討
作
業
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
も
そ
の
内
容

に
つ
い
て
す
べ
て
の
合
意
が
な
い
う
ち
か
ら
公
表
し
て
コ
メ
ン
ト
を
募
る
と
い
う
や
り
方
を
初
め

て
採
用
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
現
行
の
独
立
企
業
原
則
、
お
よ
び
、
事
業
再
編
の
第
９
章
で
確
立
さ
れ
た
原

則
か
ら
乖
離
し
な
い
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
確
立
さ
れ
て
い
る
原
則
を
前
提
と
し

て
、
無
形
資
産
に
特
有
の
問
題
に
つ
い
て
、
追
加
的
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
無
形
資
産
の
定
義
に
つ
い
て
、
ど
う
規
定
す
る
か
、
類
型
化
は
有
効
か
な
ど
、

何
度
も
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、
法
的
な
、
あ
る
い
は
会
計
的
な
定
義
を
そ
の
ま

ま
採
用
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、
代
わ
り
に
、
通
常
無
形
資
産
と
し
て
議
論
さ
れ
る
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
つ
い
て
、
解
説
的
な
検
討
を
加
え
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
に
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な
り
ま
す
。

岡
田　

今
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
も
、
無
形
資
産

は
ま
だ
ま
だ
世
界
的
な
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
取
り
扱
い
は
十
分
に
固
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
十
分
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
、
少
し
お
話
の
あ
り
ま
し
た
移
転
価
格
上
の
無
形
資
産
の
定
義

は
基
本
的
な
問
題
か
と
思
い
ま
す
が
、
モ
リ
ス
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

移
転
価
格
課
税
の
対
象
と
な
る
「
無
形
資
産
」
と
は

モ
リ
ス　

こ
の
定
義
の
問
題
は
非
常
に
重
要
で
す
。
私
ど
も
の
11
月
の
協
議
の
コ
メ
ン
ト
で
こ
の

点
を
強
く
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
が
何
と
い
っ
て
い
る
か
、
少

し
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、「
無
形
資
産
」
と
い
う
用
語
は
、
有
形
資
産
や
金
融
資
産
で
は

な
い
も
の
で
、
商
業
活
動
に
お
け
る
使
用
上
所
有
又
は
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
指
す
、
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と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
計
又
は
法
的
な
定
義
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
無
形
資
産
が
関

わ
る
問
題
に
関
し
て
移
転
価
格
分
析
を
行
う
目
的
は
、
比
較
可
能
な
取
引
に
関
し
て
独
立
企
業
間

で
合
意
さ
れ
る
条
件
を
決
定
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
も
さ
れ
て
お
り
、
以
上
は
、
本
来

の
無
形
資
産
の
定
義
に
近
い
も
の
で
す
。

　

基
本
的
な
原
則
と
し
て
は
、
何
か
が
無
形
資
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
有
益
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
法
律
や
会
計
原
則
が
比
較
的
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
無
形
資
産
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す

が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
、
何
か
を
箱
に
入
れ
て
、
こ
れ
が
無
形
資
産
だ
と
い
え
ば
好
き
な
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
皆
様
の
懸
念
は
、
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
基
本
的
な
合
意
を
求
め
る
た
め
に
は
法
的
な
原
則
が
必
要
で
す
。
何
々
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
も
い
う
べ
き
で
は
な
い
し
、
何
々
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
い
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
法
的
な
定
義
を
出
発
点
と
す
る
。
何
か
に
所
有
・
支
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

法
的
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
分
割
可
能
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
構
築
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し
て
い
こ
う
。
新
た
な
原
則
で
付
け
加
え
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
。
こ

れ
ら
を
す
べ
て
追
い
や
っ
て
、
新
た
な
定
義
を
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
題
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
特
許
に
関
す
る
法
律
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
商
標
に
関
す
る
法
律

の
法
的
な
原
則
に
、出
発
点
と
し
て
使
え
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。安
井
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
無
形
資
産
の
分
類
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
無
形
資
産
だ
、
こ
れ
は
比
較
可
能
性
分
析
の

際
に
考
慮
さ
れ
る
要
因
で
あ
っ
て
、
無
形
資
産
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
く
こ

と
は
有
益
で
す
が
、
法
的
な
、
会
計
的
な
原
則
で
み
ん
な
が
理
解
す
る
も
の
を
使
っ
て
、
そ
れ
に

変
更
を
加
え
て
い
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
田　

既
存
の
も
の
を
活
用
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。
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明
確
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
無
形
資
産
の
定
義

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

モ
リ
ス
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
だ
と
私
は
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
一
般
的

に
、
無
形
資
産
を
Ｔ
Ｐ
と
い
う
視
点
か
ら
税
制
上
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
論
点
で
す
。
予
見
可
能
性
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
も
非
常
に
重
要
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。無
形
資
産
と
は
何
な
の
か
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
で
無
形
資
産
が
移
転
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
定
義
上
の
問
題
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
無
形
資
産
に
つ
い

て
明
確
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
定
義
が
必
要
で
す
。
定
義
づ
く
り
に
お
い
て
は
独
立
企
業
原
則

を
当
然
の
出
発
点
と
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
時
間
が
な
い
、
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
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こ
と
に
な
る
と
、
一
か
ら
行
っ
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
わ
け
で
、
経
済
理
論
を
ベ
ー
ス
と
し
、

こ
れ
ま
で
打
ち
立
て
ら
れ
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
原
則
を
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
は
わ
れ
わ
れ
の
先
駆
者
が
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
て
つ
く
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

ら
、
そ
の
原
則
を
で
き
る
だ
け
活
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
せ
っ
か

く
の
作
業
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
無
形
資
産
の
定
義
を
つ
く
っ
て
、
無
形
資
産
の
背
景
に
あ
る
価
値
と
は
何
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
か
ら
無
形
資
産
の
移
転
と
は
何
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
定
義
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
無
形
資
産
は
あ
く
ま
で
も
資
産

で
す
か
ら
、
独
立
し
た
二
つ
の
当
事
者
が
そ
の
所
有
権
と
支
配
の
移
転
に
つ
い
て
合
意
す
る
と
い

う
種
類
の
資
産
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
基
本
的
な
概
念
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
捨
て
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
目
的
で
の
無
形
資
産
の
定
義
は
、
所
有
権
、
支
配
、
譲
渡
可
能
性
の
三
つ
の
特
性
を
ベ
ー
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ス
と
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
何
十
年
も
行
っ
て
き
た
わ
け
で
す
し
、

今
後
と
も
こ
の
三
つ
の
特
性
を
軽
視
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
事
業
上
の
属

性
、
ま
た
は
概
念
で
あ
る
の
れ
ん
、
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
、
シ
ナ
ジ
ー
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
セ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
は
確
か
に
課
税
取
引
の
評
価
に
影
響
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
を

無
形
資
産
の
定
義
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
古
き
良
き
時
代
の
原
則
に

も
う
一
回
立
ち
返
っ
て
、
今
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
所
有
権
の
配
分
、
濫
用
防
止
規
定
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
コ
メ
ン
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

無
形
資
産
へ
の
課
税
を
巡
る
各
国
の
動
き

岡
田　

や
は
り
産
業
界
と
し
て
は
で
き
れ
ば
明
確
な
定
義
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
基
準
と

し
て
三
つ
あ
る
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
評
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
も
定
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義
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
点
、
米
国

は
無
形
資
産
に
係
る
移
転
価
格
に
つ
い
て
も
他
国
に
先
駆
け
て
か
な
り
進
ん
で
い
る
と
も
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
点
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
い
て
、
聞
い
て
い
る
範
囲
で
結
構
で
す
が
、
安
井
さ
ん
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

安
井　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
は
メ
ン
バ
ー
国
の
情
報
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
情
は
な
か
な
か
そ
の
よ

う
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
各
国
の
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
は
事
務
局
職
員
と
し
て
も
な
か
な

か
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
場
で
ア
メ
リ
カ
の
動
き
と
し
て
お
話

し
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
最
近

の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
税
制
改
正
提
案
を
見
ま
す
と
、
明
確
に
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
問
題
意
識
を
ベ
ー
ス
に

す
る
提
案
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
無
形
資
産
の
定
義
に
直
接
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
ワ
ー
ク

フ
ォ
ー
ス
・
イ
ン
・
プ
レ
イ
ス
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
、
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
が
無
形
資
産
の
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定
義
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
田　

ア
メ
リ
カ
は
国
内
法
で
多
少
規
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ほ
か
の
国
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
動

き
を
に
ら
ん
で
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
２
０
１
２
年
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
国
連
の
移
転
価
格
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
新
興
国
は
実

体
面
で
は
か
な
り
異
な
る
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
か
ら
国
連
の
移
転
価
格

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
少
し
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
昨
年
10
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
序
文
で
は
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
途
上
国
の
ニ
ー

ズ
を
受
け
た
実
務
上
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
移

転
価
格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ほ
ど
の
規
範
性
は
な
い
わ
け
で
す
。
一
方
、
国
連
モ
デ
ル
条
約
に
お
け
る

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
一
般
的
な
独
立
企
業
間
価
格
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ム
ズ
・
レ
ン
グ
ス
・
プ
ラ
イ

ス
の
原
則
を
ベ
ー
ス
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
の
点
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
考
え
と
変
わ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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国
連
移
転
価
格
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
無
形
資
産
に
つ
い
て
特
に
書
か
れ
た
章
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
無
形
資
産
を
巡
っ
て
は
先
進
国
と
新
興
国
と
の
間
で
意
見
の
違
い
が
最
も
明
確
に
な
っ
た

分
野
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
無
形
資
産
の
移
転
価
格
分
析
、
も
と
も
と
無
形
資
産
と
い
う
性
質
上

比
較
対
象
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
、
特
に
途
上
国
で
は
比
較
対
象
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
問

題
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
形
資
産
、
あ
る
い
は
無
形
資
産
の
権
利
の
移
転
を
伴

う
事
案
の
有
用
な
算
定
方
法
と
し
て
、
独
立
価
格
比
準
法
と
取
引
単
位
利
益
分
割
法
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
低
い
コ
ス
ト
国
で
の
事
業
か
ら
生
じ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ー
ビ
ン
グ
に
つ
い
て
、

発
展
途
上
国
が
主
張
し
て
い
る
の
は
通
常
の
場
合
、
発
展
途
上
国
に
そ
の
便
益
が
生
じ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
利
益
は
こ
れ
ら
の
国
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
国
連
移
転
価
格
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
第
１
章
か
ら
第
９
章
ま
で
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ

き
実
務
上
の
指
針
を
提
供
し
て
い
る
の
で
す
が
、
第
10
章
は
そ
れ
以
前
の
章
と
は
違
っ
て
、
ブ
ラ
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ジ
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
主
要
な
新
興
国
が
自
分
た
ち
の
立
場
に
つ
い
て
自

分
た
ち
の
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
は
一
定
の
も
の
を
除
い
て
利
益
法
、
つ
ま
り
Ｔ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
（
取
引
単

位
営
業
利
益
法
）
と
利
益
分
割
法
（
Ｐ
Ｓ
法
）
を
否
定
し
て
、
コ
ス
ト
・
プ
ラ
ス
法
（
Ｃ
Ｐ
法
）

お
よ
び
再
販
売
価
格
基
準
法
（
Ｒ
Ｐ
法
）
に
つ
い
て
比
較
対
象
取
引
を
使
用
せ
ず
に
、
業
種
に

よ
っ
て
基
本
20
％
か
ら
40
％
の
固
定
利
益
率
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
に
つ
い
て
は
中
国
当
局
側
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
多
国
籍
企
業
側
の
動
き
に
対
し
て
い
く
つ

か
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
製
造
に
関
わ
る
無
形
資
産
の
使
用
料
を
中
国
の
関

連
企
業
が
親
会
社
に
支
払
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
る
い
は
中
国
企
業
に
も
自
ら
開
発
し
た
無
形
資
産
に
係
る
利
益
を
受
け
る
権
利
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
途
上
国
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
、
コ
ン

ト
ラ
ク
ト
Ｒ
＆
Ｄ
、
ト
ー
ル
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
な
ど
が
過
少
評
価
と
な
っ
て
い
る
と
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い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
国
の
販
売
企
業
は
一
般
的
に
リ
ス
ク
限
定
で
少
な
い
リ
タ
ー
ン

で
よ
い
と
い
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
中
国
の
販
売
企
業
も
大
き
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
市
場
固
有
の
特
徴
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
が
無
視
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
所

得
算
定
方
法
と
し
て
は
利
益
分
割
法
が
適
当
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
中

国
当
局
の
主
張
は
、
端
的
に
は
中
国
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
経
済
的
、
地
理
的
要
素
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
に
つ
い
て
も
先
ほ
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
提

供
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
子
会
社
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ン
ジ

ブ
ル
、
あ
る
い
は
親
会
社
の
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
の
現
地
化
と
い
う
面
で
貢
献
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
所
得
算
定
方
法
と
し
て
は
利
益
分
割
法
が
使
え
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
見
ま
す
と
、
新
興
国
の
主
張
は
製
造
や
販
売
に
係
る
無
形
資
産
あ
る
い
は
ロ
ケ
ー
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シ
ョ
ン
・
セ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
、
こ

れ
ら
の
国
に
か
な
り
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
先
進
国
の
産
業
界
だ
け

で
は
な
く
て
、
先
進
国
当
局
に
と
っ
て
も
、
二
重
課
税
の
可
能
性
が
大
き
な
懸
念
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
基
本
的
な
資
本
の
輸
出
国
と
資
本
の
輸
入
国
で
立
場
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
世
界
的
に
著
名
な
多
国
籍
企
業
は
先
進
国
各
国
で
幅
広
く
事
業
を
し
て
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
考
え
、
経
験
を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。
モ
リ
ス
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
の
多
国
籍
企
業
で
生
じ
て
い
る
問
題

モ
リ
ス　

ア
メ
リ
カ
の
企
業
と
の
関
連
に
お
い
て
語
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
親
会
社

に
共
通
す
る
側
面
も
あ
り
ま
す
し
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
独
特
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
三
つ
の
分
類

に
分
け
て
お
話
し
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ア
メ
リ
カ
企
業
が
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
会
社
の
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

安
井
さ
ん
が
そ
の
問
題
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
15
年
、
20
年
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
無

形
資
産
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
そ
の
価
値
を
捉
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
税
法

で
は
特
別
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
で
出
て
し
ま
っ
た
後
も
そ
の

価
値
を
把
握
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
独
特
の
も
の
で
す
。

安
井
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
で
十
分
だ
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
変
化
に
対
す
る
提
案
が
今
、
政
権
に
出
て
い
ま
す
。
も
っ
と
海
外
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
も
違
う

か
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
へ
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
は
ほ
か
の
企
業
と
同
じ
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
他
国
が
無
形
資
産
の
存
在
を
主
張
す
る
、
ア
メ
リ
カ
の
法
律
な
い
し
は
ほ
か
の

国
の
法
律
が
認
識
し
な
い
よ
う
な
も
の
を
主
張
す
る
。
こ
れ
も
報
告
の
中
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
、
そ
の
他
の
特
殊
要
因
と
し
て
は
、
市
場
特
有
の
要
因
、
労
働
力
の
問
題
、
ど
れ
ぐ
ら

い
の
価
値
が
帰
属
す
べ
き
か
と
い
う
す
べ
て
の
企
業
が
直
面
す
る
問
題
で
す
。

　

ま
た
具
体
的
な
問
題
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
企
業
、
特
に
Ｅ
コ
マ
ー
ス
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル

デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
が
、
そ
の
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題
で
す
。

　

通
常
Ｉ
Ｐ
を
低
税
率
の
管
轄
に
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
高
い
税
率
の
と
こ
ろ
に
無
形
資
産
の
使
用

に
関
し
て
チ
ャ
ー
ジ
す
る
。
先
ほ
ど
話
し
て
い
た
問
題
は
、
輸
入
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
、
お
話

し
し
て
い
る
構
造
は
通
常
資
本
輸
出
を
す
る
あ
る
い
は
居
住
者
の
国
、
つ
ま
り
源
泉
地
国
に
不
当

な
扱
い
を
受
け
た
、
所
得
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど

で
す
。
ア
メ
リ
カ
側
の
状
況
と
し
て
は
、
ほ
か
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
企
業
と
同
じ
よ
う
な
状
況

で
す
。
し
か
し
、
非
常
に
違
う
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
分
類
で
出
て
く
る
問
題
は
、
無
形
資
産
の
ル
ー
ル
が
不
十
分
で
あ
る

と
い
う
人
々
の
懸
念
を
結
晶
化
し
て
い
ま
す
。
元
の
点
に
立
ち
戻
り
ま
す
が
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス



パネルディスカッション 2151

の
や
り
方
が
あ
る
な
ら
、
そ
し
て
、
新
た
な
状
況
が
生
じ
る
な
ら
、
そ
れ
を
検
討
し
て
、
あ
る
い

は
そ
う
し
た
状
況
を
ほ
か
の
取
引
と
違
っ
た
見
方
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
多
国
籍
企
業
で
生
じ
て
い
る
問
題
点

岡
田　

日
本
企
業
も
世
界
的
展
開
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
お
あ
り
だ
と

思
い
ま
す
。
特
に
無
形
資
産
を
広
く
使
用
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
自
動
車
業
界
で
、
槇
さ
ん
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

槇　

２
年
前
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
、
少
し
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
無
形
資
産
に
関
し
て
当
社
は
基
本
的
に
は
海
外
の
子
会
社
に
対
し
て
車
の
製
造
を
製
造
許

諾
と
い
う
形
で
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
現
地
か
ら
い
た
だ
く
と
い
う
形
を

取
っ
て
い
ま
す
。
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最
近
、
調
査
・
課
税
の
増
加
で
、
基
本
的
に
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
、
超
過
収
益
が
な
け

れ
ば
基
本
的
に
は
払
え
な
い
と
い
う
形
の
否
認
事
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
（
図
表
24
）。
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
で
出
て
き
て
い
ま
す
。
当
然
、
機
能
分
析
あ
る
い
は
現
在
の
経
済
状
況
に
基
づ

く
分
析
と
い
う
形
で
、
基
本
的
に
は
実
績
の
収
益
率
の
説
明
、
そ
し
て
、
コ
ン
パ
ラ
と
の
調
整
の

説
明
は
、
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
が
、
収
益
の
超
過
部
分
が
な
け
れ
ば
、
無
形
資
産
の
移
転

を
最
終
的
に
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
ス
プ
リ
ッ
ト
、
そ
れ
も
残
存
の
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
の
部
分
が
そ
の
ま

ま
使
用
許
諾
の
部
分
に
も
入
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
議
論
で
、
あ
ま
り
か
み
合
わ
な
い
こ
と
が
起

き
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
情
勢
と
し
て
は
、
製
造
許
諾
に
対
す
る
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
自
主

開
発
と
い
う
こ
と
で
、
現
地
で
開
発
技
術
も
輸
入
し
て
現
地
に
移
転
し
て
、
現
地
で
開
発
し
て
も

ら
う
と
い
う
要
請
を
受
け
て
お
り
、
製
造
許
諾
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
は
別
に
開
発
に
お
け
る
技
術
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
も
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
も
単
純
に
使
用
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
開
発
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図
表

24 無
形

資
産

に
係

る
移

転
価

格
の

実
務

的
な

課
題

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

支
払

い
に

対
す

る
調

査
・

課
税

の
増

加
（

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

減
額

・
費

用
の

否
認

等
）

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

の
根

拠
で

あ
る

「
製

造
許

諾
に

基
づ

く
ラ

イ
セ

ン
ス

料
の

考
え

方
」

を
説

明
す

る
も

、
移

転
価

格
上

の
「

無
形

資
産

の
対

価
と

し
て

適
切

か
ど

う
か

」
が

議
論

に
な

る
状

況
が

発
生

 

▼
無

形
資

産
対

価
の

算
定

方
式

、
コ

ン
パ

ラ
選

定
等

の
Ｔ

Ｐ
M

適
用

手
法

の
整

理
が

必
要

（
米

国
で

は
09年

に
無

形
資

産
に

つ
い

て
、

契
約

上
の

所
有

権
確

定
を

尊
重

す
る

内
国

歳
入

法
規

則
を

導
入

）

（
１

）
イ

ン
ド

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
に

お
け

る
ロ

イ
ヤ

ル
テ

ィ
否

認
事

例
「

比
較

対
象

企
業

の
収

益
率

を
上

回
る
超
過
収
益

が
な

け
れ

ば
ロ

イ
ヤ

ル
テ

ィ
を

払
う

必
要

が
な

い
」

と
　

し
て

、
ラ

イ
セ

ン
サ

ー
で

あ
る

当
社

へ
の

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

支
払

い
を

否
認

（
２

）
中

国
自

主
開

発
要

請
に

お
け

る
ノ

ウ
ハ

ウ
提

供
の

課
題

 「
ロ

イ
ヤ

ル
テ

ィ
対

価
の

根
拠

と
し

て
、
コ
ス
ト
総
額

と
技
術
の
独
自
性

を
証

明
す

べ
き

」
と

の
要

請

▽
機

能
分

析
・

経
済

状
況

に
基

づ
く

実
績

収
益

率
＋

コ
ン

パ
ラ

と
の

調
整

の
説

明
を

実
施

▽
独

立
企

業
間

価
格

に
よ

る
ロ

イ
ヤ

ル
テ

ィ
料

率
が

適
正

で
あ

る
こ

と
の

証
明

の
試

み

▽
日

中
租

税
条

約
9条

「
独

立
企

業
原

則
の

適
用

」
の

範
囲

だ
が

、
納

税
者

の
立

証
責

任
が

重
い

・
総

額
証

明
…

…
研

究
開

発
投

資
額

の
全

額
の

資
料

提
出

 
　

→
ノ

ウ
ハ

ウ
提

供
で

の
対

価
低

減
問

題
・

独
自

証
明

…
…

企
業

機
密

に
よ

る
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

の
証

明
 　

→
役

務
提

供
で

の
技

術
移

転
問

題

・
ユ

ニ
ー

ク
な

無
形

資
産

取
引

で
は

証
明

が
困

難
か

つ
複

雑
（

直
接

的
な

証
拠

・
適

切
な

情
報

提
供

が
困

難
）
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コ
ス
ト
の
総
額
、
直
接
か
か
っ
た
費
用
は
い
く
ら
か
、
そ
れ
が
上
限
だ
ろ
う
と
い
う
先
方
の
要
求

か
ら
入
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
次
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
と
き
に
は
、
前
に
払
っ
た
部
分
か

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
全
部
差
し
引
い
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
先
方
の
言
う
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ
の
総
額
と
い
う
ベ
ー
ス
で
話
を
し
て
い
る
と
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
技

術
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
の
対
価
の
総
額
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
何
が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、
使
用
の
と
き
も
同
じ
で
す
が
、
独
自
性
の
証
明
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
の
技
術
に
つ
い
て
追
加
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
加
え
た
と
こ
ろ
は
何
か
、
そ
の

コ
ス
ト
は
い
く
ら
な
の
か
と
言
わ
れ
ま
す
。
現
地
に
単
純
に
移
転
は
で
き
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る

技
術
者
を
派
遣
す
る
と
い
う
形
で
、
役
務
提
供
の
Ｐ
Ｅ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
短
期
で
行
く
こ
と

も
含
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
も
基
本
的
に
は
企
業
の
全
体
の
補
完
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

提
供
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
役
務
提
供
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
説

明
に
の
る
と
、
役
務
提
供
で
あ
れ
ば
、
単
純
に
役
務
提
供
に
よ
っ
て
移
転
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
現
地
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の
も
の
で
す
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
る
の
で
、
か
な
り
誤
解
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

普
通
に
独
立
企
業
原
則
に
基
づ
い
て
説
明
を
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
納
税
者
側

の
立
証
責
任
は
大
変
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
ユ
ニ
ー
ク
な
無
形
資
産
取
引
に
つ
い
て
は
や
は

り
証
明
は
困
難
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
証
明
し
ろ
と
い
っ
て
も
、
過
去
か
ら
の
企
業
ノ
ウ
ハ

ウ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
直
接
的
に
紐
付
き
で
説
明
す
る
資
料
を
出
す
こ
と
は
難
し

く
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
パ
テ
ン
ト
は
提
示
し
て
い
ま
す
が
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
等
を
含

め
て
中
身
を
全
部
見
せ
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、
企
業
秘
密
だ
と
い
う
よ
う
な
話
も
出
て
き
て
、
多
少

押
し
問
答
に
な
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

図
表
25
（
156
ペ
ー
ジ
）
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
料
率
と
い
う
こ
と
で
、
単
純
に
使
用
許
諾
の
料
率

の
話
で
す
が
、
四
角
い
囲
み
の
下
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
96
年
あ
る
い
は
07
年
に
、
だ
い
た
い

中
央
値
が
５
・
５
％
か
ら
６
％
、
こ
れ
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
社
の
オ
ー
ビ
ス
に
基
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図
表

25 自
動

車
製

造
許

諾
に

お
け

る
技

術
ラ

イ
セ

ン
ス

＜
自

動
車

分
野

製
造

工
程

（
M

anufacturing P
rocess）

に
お

け
る

比
較

可
能

性
検

証
＞

・
96年

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

料
率

設
定

時
の

調
査

結
果

･･･平
均

5.5％
、

中
央

値
5.5％

・
07年

調
査

結
果

･･･6％
超

の
事

例
あ

る
が

、
平

均
5.8％

、
中

央
値

5.5％
と

大
き

な
変

化
な

し
＜

調
査

内
容

＞
C

R
A

 International R
eport

1922～
1997自

動
車

特
許

訴
訟

R
easonable R

oyalty R
atesは

、
平

均
8.75％

、
中

央
値

8.00％
自

動
車

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
229件

Licensed R
oyalty R

atesは
、

平
均

5.8％
、

中
央

値
5.5％

　
　

　
上

記
は

M
anufacturing P

rocessだ
が

、
P

roduct（
図

面
だ

け
）

で
は

、
平

均
3.9％

、
中

央
値

3.0％
。

P
roduct（

図
面

）
に

比
べ

、
M

anufacturing P
rocess（

製
造

）
に

関
す

る
R

oyalty R
atesが

高
い

傾
向

に
あ

り
、

製
造

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

の
分

布
は

、
製

品
製

造
が

5.0～
5.9％

、
部

品
製

造
が

3.0～
3.9％

に
最

も
多

く
存

在

｠１
．
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
内
容
･･･対

価
性

２
．
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
料
率
･･･適

正
性

▼
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
は
車
両
（
部
品
）
製
造
の
許
諾

で
あ

り
、

設
計

お
よ

び
製

造
に

関
す

る
「

技
術

情
報

（
製

　
品

設
計

図
・

生
産

設
備

設
定

方
法

・
製

造
工

程
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

技
術

ノ
ウ

ハ
ウ

）
の

使
用

許
諾

」、
お

よ
び

「
車

　
両

製
造

権
」

付
与

の
対

価
と

し
て

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

支
払

い
を

契
約

　
そ

の
他

、
技

術
情

報
使

用
に

係
る

「
特

許
」

実
施

の
許

諾
、

な
ら

び
に

技
術

援
助

内
で

の
「

商
標

」
使

用
を

許
諾

　
ま

た
、

追
加

支
援

項
目

と
し

て
、

現
地

要
請

に
応

じ
た

生
産

準
備

/派
遣

/受
入

を
別

途
、

有
償

で
実

施

▼
一

般
に

技
術

情
報

の
使

用
対

価
、

お
よ

び
製

造
権

付
与

の
対

価
と

し
て

特
許

実
施

許
諾

等
を

含
め

た
自

動
車

製
造

工
程

分
野

に
お

け
る

、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
料
率
の
比
較
可
能
な
標
準
料
率
は
、
5～
6％
程
度
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づ
く
比
較
対
象
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
で
す
が
、
米
国
の
訴
訟
案
件
あ
る
い
は
開
示
さ
れ
て
い
る
契
約
に

基
づ
い
て
２
０
１
２
年
に
見
た
と
き
も
、
６
％
程
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
料
率
が
高
め
で
あ

る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
理
解
し

て
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
そ
れ
で
比
較
検
証
は
十
分
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
収
益
の
実
績
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
結
果
責
任
い
わ
ゆ
る
収
益
の
責
任

を
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
お
い
て
補
償
す
る
と
な
る
と
大
変
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な

い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
懸
念
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
地
生
産
子
会
社
の
機
能
認
識
を
巡
る
問
題

岡
田　

非
常
に
厳
し
い
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
精
密

機
器
業
界
の
企
業
に
つ
い
て
、
菖
蒲
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

菖
蒲　

槇
さ
ん
の
意
見
は
本
質
に
迫
る
大
変
参
考
に
な
る
話
で
す
。
そ
れ
と
の
関
連
で
精
密
機
器
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に
お
い
て
も
今
、
新
興
国
で
の
生
産
シ
ェ
ア
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
中

国
や
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
生
産
拠
点
を
拡
張
し
て
き
た
中
で
、
新
興

国
側
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
も
う
20
年
も
た
っ
た
の
だ
か
ら
一
人
前
の
企
業
で
は
な
い
か
、
現
に

経
営
の
幹
部
職
員
や
技
術
者
も
育
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
リ

ス
ク
お
よ
び
機
能
の
限
定
さ
れ
た
受
託
生
産
会
社
で
し
か
な
い
と
い
う
認
識
で
い
る
の
で
す
が
、

相
手
国
か
ら
見
る
と
、
す
で
に
立
派
な
大
企
業
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
地
に
そ
れ
な
り
の
無
形

資
産
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
単
純
な
Ｔ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
で
は
な
く
て
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト

・
ス
プ
リ
ッ
ト
法
を
使
う
こ
と
に
話
が
展
開
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
か
ら
い
わ
せ
れ
ば
、
研
究
開
発
も
し
て
い
な
け
れ
ば
、
製
品
の
設

計
も
し
て
い
な
い
、
単
に
日
常
の
生
産
活
動
し
か
行
っ
て
い
な
い
会
社
に
、
な
ぜ
重
要
な
無
形
資

産
が
発
生
す
る
の
か
。
お
よ
そ
生
産
を
使
命
と
し
て
い
る
会
社
で
あ
れ
ば
、
日
常
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
能
率
ア
ッ
プ
、
そ
の
他
の
業
務
改
善
提
案
は
ど
こ
で
も
行
い
ま
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す
。
そ
う
し
た
改
善
活
動
を
行
わ
な
い
企
業
は
、
今
の
厳
し
い
企
業
社
会
で
は
生
き
残
れ
な
い
わ

け
で
す
。
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
無
形
資
産
が
生
じ
て
い
る
と
は
と
う
て
い
納
得

し
が
た
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
相
手
は
、「
そ
う
で
す
か
わ
か
り
ま
し
た
」
と
簡
単
に
は
い
っ

て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
が
、
企
業
と
し
て
は
悩
み
で
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
無
形
資
産
を
巡
る
問
題

菖
蒲　

少
し
視
点
は
変
わ
る
の
で
す
が
、
や
は
り
新
興
国
と
の
関
係
で
最
近
、
悩
ま
し
い
の
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
無
形
資
産
の
扱
い
で
す
。
要
は
、
リ
ー
ガ
ル
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
法
的
所

有
権
）
と
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
経
済
的
所
有
権
）
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の
か
、

使
い
分
け
ら
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
法
的
所
有
権
を
重
視
し
た
場
合
に
は
、
新
興
国

の
販
売
子
会
社
が
非
常
に
積
極
的
に
広
告
宣
伝
を
行
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
伸
ば
そ
う
と
し

た
と
き
に
、
相
手
国
が
、
そ
も
そ
も
法
的
所
有
権
も
持
っ
て
い
な
い
の
に
ブ
ラ
ン
ド
広
告
を
行
う
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の
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
と
、
本
来
、
こ
れ
は
日
本
の
親
会
社
が
負
担
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

で
、
広
告
宣
伝
費
の
販
売
会
社
に
よ
る
負
担
を
否
認
す
る
事
例
ま
で
出
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
の
後
ろ
の
方
に
付
録
が
付
い
て
い
て
、
こ
れ
は
非

常
に
興
味
深
い
の
で
す
が
、
こ
の
付
録
の
例
３
か
ら
例
８
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
販
売
子
会
社
が
広
告
宣
伝
費
を
負
担
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
逆
に
親
会
社
が
全

世
界
の
広
告
宣
伝
費
を
全
部
負
担
す
る
場
合
も
あ
り
、
組
み
合
わ
せ
は
何
と
お
り
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
判
断
基
準
と
し
て
、
関
連
者
が
担
っ
て
い
る
機
能
と
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
は
何
と

お
り
も
あ
り
得
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
考
え
方
は
非
常
に
実
務
的
で
私
も
賛
同
し
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
無
視
し
て
、
一
方
的
に
法
的
所
有
権
だ
け
で
判
断
し
た
り
、
逆
に
法
的
所
有
権

で
は
な
く
て
、
今
度
は
都
合
よ
く
経
済
的
所
有
権
で
判
断
し
た
り
し
て
、
も
っ
と
利
益
を
出
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
が
現
地
子
会
社
側
に
発
生

し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
都
合
の
い
い
使
い
方
が
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
ぜ
ひ
二
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重
課
税
を
避
け
る
意
味
か
ら
も
国
際
的
な
共
通
の
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要
望

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

所
有
権
の
配
分
に
つ
い
て

岡
田　

こ
の
よ
う
に
多
国
籍
企
業
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

無
形
資
産
に
係
る
リ
タ
ー
ン
を
受
け
る
当
事
者
は
ど
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
、
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

簡
潔
に
い
た
し
ま
す
が
、
法
的
契
約
、
そ
し
て
、
誰
が
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る

の
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
契
約
を
無
視
す
る
場
合
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

９
章
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
根
本
的
な
ベ
ー
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

所
有
権
の
配
分
に
関
し
て
申
し
あ
げ
る
と
、
実
際
の
開
発
、
保
守
、
無
形
資
産
の
保
護
に
関
す

る
物
理
的
な
履
行
に
あ
ま
り
に
も
フ
ォ
ー
カ
ス
が
置
か
れ
過
ぎ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
ア
ウ
ト



162

ソ
ー
シ
ン
グ
、
研
究
開
発
の
外
部
委
託
に
つ
い
て
も
支
配
と
い
う
概
念
が
非
常
に
重
要
で
す
。
プ

ロ
セ
ス
を
細
か
く
支
配
す
る
能
力
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
を
要
件
づ
け
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　

高
い
レ
ベ
ル
の
経
営
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
の
支
配
が
ほ
か
の
分
野
と
同
様
、
こ
の
分
野
に
お

い
て
も
重
要
で
す
。
支
配
の
概
念
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
９
章
の
原
則
に
沿
っ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
採
用
・
解
雇
の
権
利
な
ど
で
す
。
新
し
く
こ
こ
で

ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
す
。

　

所
有
権
と
受
益
は
開
発
本
体
に
吸
引
さ
れ
る

岡
田　

所
有
権
の
配
分
に
関
す
る
問
題
で
す
が
、
無
形
資
産
の
使
用
、
あ
る
い
は
移
転
の
取
引
に

関
し
て
、
槇
さ
ん
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

槇　

基
本
的
に
は
無
形
資
産
の
移
転
と
使
用
に
つ
い
て
は
や
や
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
わ
れ
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わ
れ
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
製
造
許
諾
に
よ
る
使
用
の
場
合
と
、
最

終
的
に
無
形
資
産
を
売
却
し
て
移
し
て
し
ま
う
場
合
と
で
は
か
な
り
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
図
表
26
（
164
ペ
ー
ジ
）
の
機
能
、
資
産
、
リ
ス
ク
お
よ
び
コ
ス
ト
を
検
討
す
る
と
い
う
と

こ
ろ
は
大
変
重
要
で
す
。
た
だ
、
実
際
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
行
為
が
契
約
に
合
わ
な
い
と
い

う
指
摘
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
合
致
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
基
本
的
に
は
合
致

し
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
正
確
に
果
た
す
機
能
、
使
用
す
る
資
産
、
そ
し
て
、
リ
ス
ク
を
分
析
し
て
い

く
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
主
体
を
見
分
け
る
こ
と
が
大
変
重
大

で
す
。

　

考
え
方
と
し
て
は
、
意
図
せ
ざ
る
無
形
資
産
の
移
転
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

と
こ
ろ
が
、
こ
の
受
益
者
の
問
題
に
明
確
に
含
ま
れ
て
い
る
と
私
も
考
え
て
い
ま
す
。
予
測
可
能

性
が
な
け
れ
ば
、
基
本
的
に
は
投
資
の
活
発
化
は
な
か
な
か
起
き
に
く
い
の
で
す
が
、
今
回
の
Ｏ
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図
表

26 無
形

資
産

に
関

連
す

る
リ

タ
ー

ン
を

受
け

る
当

事
者

の
特

定
、

あ
る

い
は

 
無

形
資

産
の

使
用

ま
た

は
移

転
に

係
る

取
引

に
つ

い
て

の
課

題

(１
) 無

形
資

産
に

関
連

す
る

リ
タ

ー
ン

を
受

け
る

当
事

者
の

特
定

（
パ

ラ
30）

◆
法

的
登

録
お

よ
び

契
約

上
の

取
り

決
め

と
合

致
し

た
行

為
か

否
か

の
評

価
・

無
形

資
産

の
開

発
、

改
良

、
維

持
お

よ
び

保
護

に
関

係
す

る
機

能
、

資
産

、
リ

ス
ク

お
よ

び
コ

ス
ト

を
検

討
す

る
…

…
「

実
際

の
行

為
が

契
約

に
合

致
し

な
い

」
場

合
の

問
題

→
　

果
た

す
機

能
・

使
用

す
る

資
産

・
引

き
受

け
る

リ
ス

ク
の

内
容

の
分

析
に

基
づ

き
、

無
形

資
産

の
開

発
/使

用
の

　
　

遂
行

・
負

担
・

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
主

体
を

特
定

す
べ

き
　

　
た

だ
し

、
コ

ス
ト

負
担

自
体

が
受

益
権

を
発

生
さ

せ
る

わ
け

で
は

な
い

（
パ

ラ
47）

→
　

無
形

資
産

お
よ

び
無

形
資

産
の

権
利

の
性

質
を

個
別

に
特

定
す

る
必

要
あ

り
。

　
　

た
だ

し
、

無
形

資
産

創
出

へ
の

貢
献

度
と

便
益

と
の

関
係

は
難

し
い

(２
) 無

形
資

産
の

使
用

ま
た

は
移

転
に

係
る

取
引

の
課

題
（

パ
ラ

57）

◆
無

形
資

産
の

使
用

料
…

…
「

使
用

料
が

利
益

に
見

合
わ

な
い

」、
ま

た
は

「
使

用
料

は
逓

減
す

べ
き

」
な

ど
の

主
張

　
が

正
し

い
か

ど
う

か
の

問
題

（
資

本
輸

入
国

の
経

済
的

所
有

権
等

の
主

張
が

広
が

る
恐

れ
）
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Ｅ
Ｃ
Ｄ
コ
メ
ン
ト
の
中
で
も
、
開
発
そ
の
も
の
と
、
改
良
・
維
持
お
よ
び
保
護
の
二
つ
を
区
別
し

な
け
れ
ば
大
変
重
要
な
問
題
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
ど
も
は
考
え
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

既
存
の
知
財
権
を
使
っ
て
、
基
本
的
に
は
無
形
資
産
と
い
う
会
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
企
業
秘
密
を
総

体
的
に
使
っ
て
現
地
で
製
造
す
る
、
あ
る
い
は
開
発
す
る
と
い
う
と
き
に
、
基
本
的
に
は
元
々
の

開
発
に
対
し
て
改
良
に
コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
知
財

権
を
分
け
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
と
、
所
有
権
も
分
け
る
と
い
う
議
論
に
ま
で
発
展
し

か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
改
良
を
考
え
た
と
き
に
、
例
え
ば
、
設
計
変
更
を
す
れ
ば
基
本
的
に
そ
れ
は
す
で

に
現
地
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
出
て
き
ま
す
。
で
は
、
そ
の
程
度
は
ど
こ
ま
で
な
の
か

が
大
変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

図
表
27
（
166
ペ
ー
ジ
）
は
、
私
ど
も
の
考
え
方
の
中
で
リ
ス
ク
等
を
分
け
た
形
で
考
え
て
い
ま

す
が
、
真
ん
中
の
改
良
の
欄
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
基
本
的
に
は
無
形
資
産
を
使
用
し
て
改
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図
表

27 遂
行

機
能

と
受

益
の

関
係

所
有

権
と

受
益

は
開

発
本

体
に

吸
引

さ
れ

る
こ

と
が

基
本

。
各

遂
行

機
能

を
独

立
し

た
事

業
体

と
し

た
場

合
、

契
約

・
法

的
規

制
に

よ
る

移
転

は
あ

る
も

の
の

、
車

両
製

造
ラ

イ
セ

ン
ス

に
お

け
る

製
品

単
位

で
の

受
益

価
値

判
定

基
準

が
必

要
と

思
わ

れ
る

　

 

所
有

権
関

係
◎

無
形

資
産

創
出

△
無

形
資

産
使

用
×

（
維

持
・

保
護

行
為

代
行

）

遂
行

す
る

機
能

開
　

発
改

　
良

維
持

／
保

護

①
機

能
主

体
②

使
用

資
産

③
負

担
リ

ス
ク

④
発

生
コ

ス
ト

受
益

の
形

態

受
益

者

◎
開

発
製

品
の

製
造

販
・

許
諾

ラ
イ

セ
ン

ス
・

無
形

資
産

の
売

却
→

無
形

資
産

創
出

の
帰

属
に

基
づ

く
判

定
（

＝
独

自
性

）
 

△
 改

良
製

品
の

製
造

販
売

・
 再

許
諾

ラ
イ

セ
ン

ス
・

 受
託

費
用

収
入

→
改

良
に

よ
る

付
加

価
値

で
判

断
（

＝
貢

献
度

の
判

定
）

追
加

独
自

性
の

有
無

×
サ

ー
ビ

ス
提

供
料

→
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

（
＝

役
務

の
提

供
）

＜
ラ

イ
セ

ン
サ

ー
＞

○
R

&
D

設
備

資
産

○
企

画
開

発
リ

ス
ク

○
製

品
販

売
リ

ス
ク

○
製

品
責

任
リ

ス
ク

○
陳

腐
化

リ
ス

ク
○

開
発

費
用

＜
ラ

イ
セ

ン
シ

ー
＞

△
R

&
D

設
備

資
産

○
改

良
製

品
責

任
△

製
品

販
売

リ
ス

ク
△

製
品

責
任

リ
ス

ク
△

陳
腐

化
リ

ス
ク

△
改

良
費

用

＜
技

術
サ

ー
ビ

サ
ー

＞
×

通
常

事
業

資
産

○
独

自
性

喪
失

リ
ス

ク

×
陳

腐
化

リ
ス

ク
×

通
常

事
業

費
用

（
販

管
費

の
範

囲
）

 
 

所
有

権
関

係
◎

無
形

資
産

創
出

△
無

形
資

産
使

用
×

(維
持

・
保

護
行

為
代

行
)

遂
行

す
る

機
能

開
　

発
改

　
良

維
持

／
保

護

①
機

能
主

体
②

使
用

資
産

③
負

担
リ

ス
ク

④
発

生
コ

ス
ト

受
益

の
形

態

受
益

者

◎
開

発
製

品
の

製
造

販
・

許
諾

ラ
イ

セ
ン

ス
・

無
形

資
産

の
売

却
→

無
形

資
産

創
出

の
帰

属
に

基
づ

く
判

定
（

＝
独

自
性

）
 

△
 改

良
製

品
の

製
造

・
 再

許
諾

ラ
イ

セ
ン

ス
・

 受
託

費
用

収
入

→
改

良
に

よ
る

付
加

価
値

で
判

断
（

＝
貢

献
度

の
判

定
）

追
加

独
自

性
の

有
無

×
サ

ー
ビ

ス
提

供
料

→
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

（
＝

役
務

の
提

供
）

＜
ラ

イ
セ

ン
サ

ー
＞

○
R

&
D

設
備

資
産

○
企

画
開

発
リ

ス
ク

○
製

品
販

売
リ

ス
ク

○
製

品
責

任
リ

ス
ク

○
陳

腐
化

リ
ス

ク
○

開
発

費
用

＜
ラ

イ
セ

ン
シ

ー
＞

△
R

&
D

設
備

資
産

○
企

画
開

発
リ

ス
ク

○
製

品
販

売
リ

ス
ク

○
製

品
責

任
リ

ス
ク

○
陳

腐
化

リ
ス

ク
△

改
良

費
用

＜
ラ

イ
セ

ン
シ

ー
＞

×
通

常
事

業
資

産
○

独
自

性
喪

失
リ

ス
ク

×
陳

腐
化

リ
ス

ク
×

通
常

事
業

費
用

（
販

管
費

の
範

囲
）
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良
す
る
。
こ
れ
は
元
々
の
開
発
者
、
親
会
社
が
出
し
た
も
の
を
改
良
し
て
、
例
え
ば
、
一
部
自
主

開
発
を
す
る
と
い
う
場
合
に
、
元
々
の
設
計
か
ら
始
ま
っ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
至
る
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
開
発
デ
ー
タ
を
出
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
対
価
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
申
し
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
現
地
で
改
良
し
た
も
の
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
負
う
の
か
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
。
非
常
に
限
定
さ
れ
た
リ
ス
ク
で
あ
る
と
私
ど
も
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

車
の
販
売
に
関
わ
る
す
べ
て
の
リ
ス
ク
、
例
え
ば
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
製
造
物

責
任
）
の
リ
ス
ク
を
改
良
者
が
負
う
の
か
と
な
る
と
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
改
良
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
無
形
資
産
に
寄
与
し
た
も
の
に
受
益
を

与
え
る
と
い
う
話
が
あ
る
と
き
に
、
そ
の
受
益
は
何
か
と
い
う
と
、
改
良
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
販

売
台
数
は
維
持
で
き
る
、
あ
る
い
は
販
売
台
数
が
増
え
る
こ
と
で
現
地
が
自
ら
の
経
営
に
基
づ
い

て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
整
理
し
て
い
ま
す
。
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仮
に
現
地
の
改
良
の
中
で
特
許
が
出
て
く
れ
ば
、
そ
れ
は
現
地
の
も
の
で
し
ょ
う
。
独
自
性
あ

る
い
は
完
結
性
の
あ
る
も
の
が
出
て
き
た
と
き
に
は
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
地
の
も
の

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
製
品
の
付
加
的
な
機
能
を
一
部
上
げ
た
だ
け
、
あ
る
い
は
自
ら
の
販

売
を
増
や
す
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
を
少
し
変
え
た
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
れ
は
本
来
の
開
発
の
と
こ

ろ
に
無
形
資
産
は
す
べ
て
吸
引
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｅ
の
と
き
に
、
ま
さ
に
フ
ォ
ー
ス
・
オ
ブ
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
吸
引
力
）
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
考
え
方
が
ど
う
し
て
本
来
の
開
発
者
の
開
発
し
た
無
形
資
産
に
な
い
の
か
、

私
ど
も
と
し
て
非
常
に
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
べ
て
派
生
し
て
い
く
、
分
離
し
て
い
く

も
の
が
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
知
財
権
、
あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
所
有
権
も
生
む
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
問
題
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
権
利
と
な
る
の
は
、
や
は
り
パ
テ
ン
ト
等
の

非
常
に
明
確
な
登
録
、
法
的
な
保
護
に
よ
る
も
の
、
そ
う
し
た
形
の
独
立
性
、
完
結
性
が
あ
る
も

の
に
限
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
整
理
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
わ
れ
わ
れ
は
思
い
ま
す
。
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最
後
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
将
来
の
利
益
で
取
り
返
せ

な
い
部
分
に
つ
い
て
現
時
点
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
も
あ
る
の
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
は
有
力
な
参
考
指
標
の
一
つ
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
慎
重
な

議
論
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
濫
用
防
止
原
則
を
ベ
ー
ス
に

岡
田　

開
発
と
そ
の
他
の
問
題
は
非
常
に
重
要
な
問
題
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
も
さ
ら
に
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
無
形
資
産
の
中

身
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
納
税
者
に
と
っ
て
も
、
あ
る
い
は
当
局
側
に
と
っ

て
も
両
方
に
濫
用
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

濫
用
に
関
し
て
で
す
が
、
ま
ず
無
形
資
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
と
な
る
の
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が
濫
用
防
止
規
定
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
、
一
般
的
な
原
則
、
指
針
を
、
Ｔ
Ｐ
と
い
う
観
点
か
ら
無
形
資
産
に
つ
い
て
決
め
る
の
が

先
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
明
確
さ
、
予
測
可
能
性
が
ベ
ー
ス
に
な
る
べ
き
で

あ
り
、
濫
用
防
止
原
則
が
ベ
ー
ス
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
点
か
ま
と
め
的
な
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
企
業
に
と
っ
て
重
要
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
無
形
資
産
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が

取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
か
な
り
技
術
的
で
専
門
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

一
つ
の
経
済
大
国
の
濫
用
防
止
国
内
法
、
日
本
か
ら
見
て
太
平
洋
の
向
こ
う
側
の
国
の
国
内
法
に

対
応
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
大
国
に
つ
い
て
も
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
ド
イ
ツ
で
、
事
業
再
編
に
絡
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
事
象
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
が
、
国
際
経
済
界
は
日
本
に
尊
敬

の
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。
国
内
的
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
パ
リ
本
部
に
そ
の



パネルディスカッション 2171

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
る
こ
と
を
、
日
本
企
業
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
政
府
の
そ
う
し
た
姿
勢
は
評
価
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
日
本
に
見
習
っ
て
ほ
か

の
国
々
も
、
純
粋
な
国
内
の
税
制
上
の
問
題
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
そ
の
他
に
持
ち
込
ん
で
、
ほ
か
の
国
々

を
含
め
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
探
ろ
う
と
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
税
制
的
に
は

理
論
や
原
則
が
し
っ
か
り
と
確
立
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
こ
れ
を
皆
が
守

っ
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
変
更
を
も
た
ら
す
よ
う
な
議
論
に
引
き
ず
り

こ
ま
な
い
で
ほ
し
い
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
を
し
っ
か
り
考
え
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
根
本
的
な
税
制
上
の
原
則
を
大
き
く
変
え
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

モ
リ
ス
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
す
。
源
泉
地
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
が
結
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局
徒
党
を
組
ん
で
同
じ
側
に
立
っ
て
し
ま
う
と
、
こ
う
し
た
国
々
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
彼
ら

の
主
張
を
裏
付
け
る
よ
う
な
要
素
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ほ
か
の
分
野
に

お
け
る
課
税
や
理
論
が
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ー
ビ
ン

グ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
問
題
も
出
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
に
出
て
い
る
原

則
は
今
で
も
生
き
て
有
効
な
の
で
す
。
そ
れ
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
と
は
し

て
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
も
の
を
土
台
に
し
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
っ
て
、
今

ま
で
の
原
則
を
打
ち
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
２
０
１
２
年
11
月
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
パ

リ
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
一
定
の
進
展
は
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
９

章
の
中
に
入
っ
て
い
る
機
能
が
新
し
い
ド
ラ
フ
ト
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

濫
用
防
止
は
あ
く
ま
で
も
一
般
的
な
話
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
二
国
間
で
解
決
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
濫
用
問
題
に
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
ス
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ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
の
政
策
」
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
自
由
貿
易
の
旗
振
り
役
で
す
。
私
と
し
て
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
っ
て
単
一
税
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
自
由
貿
易
、

自
由
な
移
動
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
、
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
国
が
力
を

合
わ
せ
て
こ
れ
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
な
い
と
、
誰
も
勝
者
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
軽
々
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
て
、
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
保
護
主
義
が
進
ん
で
し
ま
う
こ

と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
事

業
再
編
と
同
じ
よ
う
な
前
向
き
な
成
果
が
出
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
再
編
に

つ
い
て
は
も
の
す
ご
く
時
間
を
使
い
ま
し
た
し
、
非
常
に
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
終

的
に
事
業
再
編
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
非
常
に
い
い
結
果
が
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
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う
に
無
形
資
産
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
し
た
方
向
に
動
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
重
要
で
あ
り
、
今
ま
で
し
っ
か
り
育
て
て
き
た
原

則
を
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
に
向
け
て

岡
田　

す
で
に
予
定
さ
れ
た
時
間
が
き
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
安
井
さ
ん
か
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

第
６
章
の
改
定
の
今
後
の
見
通
し
、
こ
れ
は
移
転
価
格
上
の
問
題
解
決
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
今
後
の
動
向
、
何
か
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

安
井　

繰
り
返
し
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
残
さ
れ
て
い
る
論
点
を
し
っ

か
り
議
論
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
無
形
資
産
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
か
。
広
い
定
義
を

取
り
つ
つ
も
、
対
象
が
や
み
く
も
に
拡
大
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
や
シ
ナ
ジ
ー
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
、
ア
セ
ン
ブ
ル
ド
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・
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス
な
ど
は
議
論
の
前
提
が
異
な
る
と
統
一
的
な
見
解
に
収
束
す
る
こ
と
が
難
し

い
分
野
な
の
で
、
こ
れ
ら
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
、
議
論
を
続
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
無
形
資
産
か
ら
創
出
さ
れ
る
利
益
の
帰
属
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク

と
機
能
と
コ
ス
ト
負
担
、
特
に
コ
ス
ト
負
担
を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
の
か
、
引
き
続
き
検
討
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
無
形
資
産
の
評
価
に
関
し
て
、
非
常
に
難
し
い
点
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｃ

Ｆ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
で
そ
の
利
用
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
引
き

続
き
議
論
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
第
６
章
を
新
し
く
改
定
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
パ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と

位
置
付
け
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
お
そ
ら
く
第
１
章
に
追
加
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
し
、
無
形
資
産
の
開
発
等
に
対
す
る
コ
ス
ト
負
担
の
整
理
と
第
８
章
の
コ
ス
ト
・
コ
ン
ト
リ

ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
現
行
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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本
日
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
際
に
適
用
す
る
上
で
の
問
題
点
を

お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
持
ち
帰
り
、
今
後
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
中
に
改
訂
版
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
を
公
表
す
べ
く
作

業
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
改
訂
版
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
フ
ト
が
公
表
さ
れ
た
際
に
は
ま
た

改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
日
本
を
含
め
、
特
に
ア
ジ
ア
の
国
の
声
が
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
に
は
届
き
に
く
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
本
日
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
私
の
責
務
と
し
て
、
お
聞
き
し
た
問
題
意
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
本
当
に
困
っ
て
い
る
点

を
Ｗ
Ｐ
６
の
場
に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
か
ら
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
の
問
題

意
識
を
積
極
的
に
日
本
か
ら
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
各
国
当
局
・
国
際
組
織
と
の
関
係
を
深
め
る

岡
田　

今
日
の
議
論
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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世
界
的
な
統
一
ル
ー
ル
の
必
要
性
と
い
う
意
味
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
当
然
な
が
ら
関
与
で
き

る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
モ
リ
ス
さ
ん
か
ら
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

モ
リ
ス　

こ
の
段
階
で
は
繰
り
返
し
が
し
ば
し
ば
出
て
き
て
し
ま
う
こ
と
で
、
前
に
い
っ
た
こ
と

を
申
し
あ
げ
た
上
で
、
新
し
い
こ
と
を
二
つ
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
作
業
部
会

が
早
期
に
ド
ラ
フ
ト
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
非
常
に
貴
重
で
し
た
。
私
ど
も
は
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
早
期
に
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
変
え
た
い
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、
早
期
に
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
支
援
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加
盟
国
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
手
を

広
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
も
の
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
と
も
関
連

を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
仕
事
の
一
つ
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
橋
渡
し
を
す
る
と
い
う
こ
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と
で
す
。
こ
れ
も
非
常
に
重
要
で
す
。

　

新
し
い
こ
と
を
二
つ
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
第
１
に
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
経
団
連
の

よ
う
な
加
盟
組
織
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
自
体
も
加
盟
国
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
つ
く
る
一
つ
の
穴
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
た
く
さ
ん
の
イ
ン
プ
ッ

ト
が
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

皆
様
は
ぜ
ひ
税
務
当
局
と
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
国
税
庁
あ
る
い
は
財
務
省
と
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
話
し
て
、
直
接
彼
ら
に
主
張
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
週
、
英
国
の
税

務
当
局
と
無
形
資
産
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
も
お
国
で
そ
の
よ
う
な
話
を
さ

れ
ま
す
。
経
団
連
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、
直
接
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
政
府
に
話
す
よ
う
奨
励
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

２
番
目
と
し
て
、
先
進
国
と
途
上
国
の
間
に
は
非
常
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
か
で
す
が
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
全
体
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に
つ
い
て
よ
り
分
析
的
な
立
場
を
取
れ
ば
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
問
題
が
あ
っ
て
ど
う
し
よ
う
も

な
い
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
す
が
、
特
定
の
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
れ
ば
、
思
っ
た
よ
り
問

題
は
狭
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
連
の
無
形
資
産
の
問
題
が
ま
た
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

完
全
に
解
決
済
み
の
問
題
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
進
国
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
、
途
上
国
を
満
足

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
は
す
べ
て
に
お
い
て
ま
ず
い
こ

と
を
し
て
い
る
、
一
方
は
法
律
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
具
体
的
な
問

題
を
扱
っ
て
い
く
こ
と
で
打
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
的
な
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
に
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
最
後
で
な
い

こ
と
を
望
む
も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
田　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
、
ま
た
会
場
の
方
々
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変
あ
り
が
と
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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14
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の
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券
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と
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主
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代
の
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の
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を
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べ
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２
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１
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制
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23
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企
業
の
成
長
と
外
部
連
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―
中
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業
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事
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２
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１
２
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２
月
29
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日
本
の
通
商
戦
略
の
あ
り
方
を
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Ｔ
Ｐ
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と
し
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（
２
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１
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月
21
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27　

日
本
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農
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デ
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の
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業
改
革
（
２
０
１
２
年
4
月
10
日
開
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28　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
―
２
０
５
０
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ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
―
（
２
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１
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年
7
月
4
日
開
催
）
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29　

中
国
の
政
治
経
済
体
制
の
現
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「
中
国
モ
デ
ル
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は
あ
る
か
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２
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１
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年
12
月
21
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開
催
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持
続
可
能
な
医
療
・
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護
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テ
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の
再
構
築
（
２
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2
月
4
日
開
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）

　

31　

国
際
租
税
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め
ぐ
る
世
界
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動
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―
Ｏ
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Ｃ
の
取
り
組
み
―
（
２
０
１
３
年
2
月
7
日
開
催
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32　

格
差
問
題
を
超
え
て
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格
差
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教
育
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生
活
保
護
を
考
え
る
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（
２
０
１
３
年
2
月
14
日
開
催
）

　

33　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
踏
ま
え
た
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が
国
競
争
法
の
課
題
（
２
０
１
３
年
2
月
21
日
開
催
）

※
34　

日
本
経
済
の
成
長
に
向
け
て
―
Ｔ
Ｐ
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へ
の
参
加
と
構
造
改
革
―
（
２
０
１
３
年
３
月
１
日
開
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35　

金
融
と
世
界
経
済
―
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
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ス
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ま
え
て
―
（
２
０
１
３
年
３
月
７
日
開
催
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※
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政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
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暖
化
政
策
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期
待
す
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（
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１
３
年
３
月
13
日
開
催
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37　

日
本
政
治
に
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け
る
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主
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と
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ダ
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ッ
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あ
り
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（
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21
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催
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の
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催
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会社法改正への
提言
──ドイツ実地調査を踏まえて




